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別冊  ウェルネス通信（保健・介護予防事業案内） 

非常勤職員等を募集 5
ユニコムプラザさがみはら入居等の受け付けを開始 3

　平成２４年１２月２７日、市ホームタウンチームで創
部５年目のＳＣ相模原が、加山市長に来季のＪＦＬ
（日本フットボールリーグ）昇格を報告しました。 
　選手たちが市役所ロビーに到着すると、出迎え
た市民など約１２０人から大きな祝福の拍手が送ら
れました。望月重良代表は「ついにＪリーグが見
えてきました。相模原を全国へ発信し、さらに市
民に愛されるチームをめざします」と決意を語り、
加山市長から称讃の楯が贈呈されました。 
お問い合わせ　スポーツ課　1０４２－７６９－９２４５
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ＳＣ相模原がＪＦＬ昇格を報告
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政令指定都市・相模原の、未来へ向かう合言葉です。 

発　行／相模原市

〒252－5277

相模原市中央区中央2丁目11番15号

ホームページ 

http://www.city.sagamihara.kanagawa.jp/

編　集／総務局渉外部広聴広報課  1042－769－8200

Facebookページ 「相模原市シティセールス」
http://www.facebook.com/sagamihara.pr

携帯電話用ホームページ
http://mobile.city.sagamihara.kanagawa.jp/

Twitterアカウント 「相模原市シティセールス推進課」
@Sagamihara_PR

広報 広報 

相模原市コールセンター
市の手続き、イベントや施設のお問い合わせに…

1０４２－７７０－７７７７ 午前８時～午後９時　年中無休○R
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　吹き抜けの天井で開放的なエントランスをはじめ、日の光がやさ
しく差し込む館内。客室は、景色と調和した落ち着いた雰囲気です。
　卓球などが楽しめるプレイルームやカラオケルーム、子どもたち
が遊べる「ちびっこの森」などもあります。
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ご親戚や気の合う仲間との食事会など…
スペースの貸し出しもしています

　５０畳以上ある大広間は、同窓会や法事など日帰りの利用も
できます。また、手頃な料金で利用できる会議室は、企業の
会議や研修などにおすすめです。

●利用料金            （１時間単位）
１，０００円最大５０人全室大広間

（午前１１時～午後３時） 　５００円最大２４人半室

　３５０円最大６０人会議室
（午前９時～午後９時）

レストラン清流
午前１１時～午後４時（ラストオーダー）

日替わりランチ５２５円から　週替わりランチ１，０５０円　など

●宿泊客の夕食の料金（朝食込み）
さがみ会席 ４，７２５円、かわせみ ３，６７５円、せきれい ２，６２５円

　　 ※子ども食、幼児食もあり

公共
の宿
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右上の無料サービス券（地図）を切り取り、レストラン清流で食事する際にお持ちになると、コーヒーかソ
フトドリンク１杯をサービスします。

お問い合わせ

相模川自然の村　清流の里
1０４２－７６０－２７１１　7０１２０－９８８－５４７

緑区大島３４９７－１
１月の休館日　１５日（火）・１６日（水）

交　通　橋本駅からコミュニティバス「相模川自
然の村」行きで終点下車。

上／上／相模川自然の村の外観相模川自然の村の外観。。
左／左／ひのきの天井を照らすひのきの天井を照らす
灯りが灯りが、、湯気の中でほのか湯気の中でほのか
に浮かぶ浴場に浮かぶ浴場とと和室タイプ和室タイプ
の客室の客室。。車い車いすすに対応できに対応でき
る洋室もありまる洋室もありますす。。

●客室料金●客室料金（２人以上で利用の場合、食事代別途）（２人以上で利用の場合、食事代別途）

　浴室なし浴室なし ３，５００３，５００円 浴室付き円　浴室付き ４，０００４，０００円円
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味と価格に満足するリピーターが多い
お手頃ランチと本格会席料理

３階にある「レストラン清流」は、ランチだけの利用も可能。雄大な景色を眺めながら、日替
わりランチや週替わりランチ、各種定食などが楽しめます。
夕食時は宿泊者専用になり、前菜から御造り、鍋物、揚げ物など季節の食材を生かした品数豊

富な３コースの会席料理から選べます。
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　所得税の還付申告は１月から受け付けています。確定申告書の作成指導会などを利用して、
早めの提出をお願いします。
還付申告ができる人　次のいずれかに該当する人
○総合課税の配当所得や原稿料などがある　　○予定納税をし確定申告の必要がない
○給与所得者で雑損控除、医療費控除、寄附金控除、住宅借入金等特別控除、政党等寄附金
特別控除、住宅耐震改修特別控除、電子証明書等特別控除などを受ける
○所得が公的年金等に係る雑所得のみ　　○年の途中で退職した後、就職しなかった
申告書等の作成指導会場　※希望者は直接会場へ
※会場によっては作成指導できない内容がありますので、自分の所得に応じた会場を利用し
てください。

※所得税の確定申告（２月１８日～３月１５日）について詳しく
は、本紙２月１日号でお知らせします。
※確定申告書の配布場所、医療費控除など、確定申告につい
て詳しくは、相模原税務署へお問い合わせください。

お問い合わせ　相模原税務署　1０４２－７５６－８２１１

会　場時　間日にち対　象

相模原税務署午前９時　　
　～午後５時

１月２１日（月）～３月１５日（金）
（２月２４日、３月３日を除き、
土・日曜日、祝日は休み）

どなたでも

県高相合同庁舎午前９時３０分
　　　～正午
午後１時　　
　～３時３０分

１月２９日（火）～３１日（木）
２月１２日（火）～１５日（金）公的年金受給者

給与所得者　　
（小規模納税者） サン・エール

さがみはら
１月２３日（水）～２５日（金）
２月５日（火）～８日（金）

申告書は自分で書いてお早めに 所得税の還付申告

４月１日まで相模原税務署
の駐車場はありません。来
署の際は、公共交通機関等
をご利用ください。

受付中

※採用は２５年４月以降の予定です。
※詳しくは、職員課、各区役所総務課・まちづくりセンターなどで配布する受験
案内をご覧ください。市ホームページの 相模原市、職員募集。 からもご覧に
なれます。

申し込み　受験案内に付いている申込書と職務経歴・実績書を２月１日（消印有
効）までに職員課（1０４２－７６９－８２１３）へ

受験資格募集人数選考区分
平成２５年４月１日現在６５歳未満で、精神保健指
定医で精神保健医療の実務経験がある人１人医師（精神保健・医療担当）

市職員を募集市職員を募集

①（仮称）防災条例検討専門委員
　災害に対する市民生活の安全・安心の向上を図ることを目的とした「（仮称）
防災条例」の制定に向けて、市防災会議の部会で検討・提案を行います。
任　期　委嘱の日～平成２５年８月ごろ（会議は任期内に４回程度）
担当課　危機管理室　1０４２－７６９－８２０８　6０４２－７６９－８３２６
　　　　Ｅメール kikikanri-３@city.sagamihara.kanagawa.jp
②（仮称）子ども・子育て会議委員
　次世代育成支援行動計画の実施状況に関する点検・評価と、「（仮称）子ども・
子育て支援事業計画」の策定に向けて提言を行います。
任　期　４月～２７年３月（会議は年５～８回程度）※保育あり
担当課　こども青少年課　1０４２－７６９－９８１１　6０４２－７５９－４３９５
　　　　Ｅメール kosei３@city.sagamihara.kanagawa.jp
③屋外広告物審議会委員
　市屋外広告物条例に関する重要な事項について審議します。
任　期　４月～２７年４月（会議は任期内に２回程度）
担当課　街づくり支援課　1０４２－７６９－９２５２　6０４２－７５４－８４９０
　　　　Ｅメールmachidukuri@city.sagamihara.kanagawa.jp

審議会等の委員を募集審議会等の委員を募集

　ｅ－Ｔａｘ（国税電子申告・納税システム）の普及
等により、公的個人認証サービス（電子証明書）の受
付窓口がこの時期大変混み合います。申請や更新はお
早めにお願いします。また、電子証明書の申請には住
民基本台帳カードが必要です。
お問い合わせ　緑区役所区民課　　1０４２－７７５－８８０３
　　　　　　　中央区役所区民課　1０４２－７６９－８２２７
　　　　　　　南区役所区民課　　1０４２－７４９－２１３１

公的個人認証サービスの
申請等はお早めに

　平成２５年度市民税・県民税申告書を２月１日に発送
します。なお、昨年度、確定申告不要制度（前年中の
公的年金等の収入金額が４００万円以下で、公的年金以外
の所得金額が２０万円以下の場合）により、所得税の確
定申告をせず、市民税・県民税を申告した人にも発送
します。

お問い合わせ　市民税課　1０４２－７６９－８２２１

　市では、平成２５年度に市ホームページのリニューアルを行う予定です。そこで、
より見やすく使いやすいホームページにするため、アンケートを実施します。
　アンケートは市ホームページ上で行います。携帯電話やスマートフォンからの
利用も可能ですので、ご協力をお願いします。なお、寄せられた内容に対する個
別の回答は行いませんので、ご了承ください。
実施期間　２月１５日（金）まで

お問い合わせ　広聴広報課　1０４２－７６９－８２００

ご協力ください　市ホームページアンケート市ホームページアンケート
母子家庭が対象　修学資金などを無利子で貸し付け
対　象　高校・大学などに進学する子ども（２０歳以上を含む）か、就

職する子ども（２０歳未満）がいる母子家庭
※貸付額には上限があります。詳しくはお問い合わせください。

お問い合わせ　緑こども家庭相談課　　1０４２－７７５－８８１５
　　　　　　　中央こども家庭相談課　1０４２－７６９－９２２１
　　　　　　　南こども家庭相談課　　1０４２－７０１－７７００

高校進学・就職支度金を支給
対　象　平成２４年１２月１日現在、市内在住で、２５年３月に中学校を卒

業する子どもを養育している母子・父子家庭か、父母に代わっ
て子どもを養育している家庭

支給額　子ども１人につき２万円　　支給時期　３月中旬
申し込み　申請書を２月１５日（必着）までにこども青少年課へ
※児童扶養手当や母子・父子家庭等福祉手当の現況届を提出した人の
うち、支度金支給対象の人には、１月中旬に案内通知と申請書を郵送
します。それ以外の人で、申請書がない場合はお問い合わせください。

お問い合わせ　こども青少年課　1０４２－７６９－８２３２

　市議会１２月定例会が、１１月１９日～１２月２０日に開かれました。この定
例会では、平成２４年度相模原市一般会計・特別会計補正予算（下表の
とおり）や、条例など７３議案が審議され、可決・同意されました。
　主な審議の内容や結果については、２月１日発行の「さがみはら市
議会だより」をご覧ください。

平成２４年度１２月補正予算の概要（１万円未満切り捨て）
一般会計 総額 ３０億４，９００万円

【主な歳入】
５，７２２万円地方特例交付金

７億２，３１８万円国庫支出金
４億　７０１万円県支出金
２億１，５０１万円財産収入
３億　３５６万円繰越金
１２億３，６１０万円市債

特別会計
５，０００万円国民健康保険事業特別会計（事業勘定）
１，５００万円下水道事業特別会計（下水道勘定）
１，８００万円自動車駐車場事業特別会計

【主な歳出】
２，０００万円寄附金積立基金積立金

７億８，０００万円障害児者介護給付費等
７，７７０万円認定保育室補助金
２，２２９万円再生可能エネルギー等利用設備設置促進事業
４，０１８万円電気料金値上げに伴う増額

１億１，６２３万円道路改良事業（箇所指定）
１億６，０９２万円交通円滑化事業
３億３，０４０万円都市計画道路等整備事業（箇所指定）
１億２，６３５万円衆議院議員選挙経費

補正後補　正補正前
２，５２９億９，２００万円３０億４，９００万円２，４９９億４，３００万円

市議会１２月定例会市議会１２月定例会 ～７３ 議案を可決・同意～

子どもの進学・就職 ひとり親家庭を支援しますひとり親家庭を支援します

市民税・県民税申告書を
送付します

対　象　市内在住の２０歳以上の人（本市の他の審議会などの委員、職員、議員
を除く）で、①は地域防災活動に参加するなど防災や災害対応に関する
知識・経験のある人

定　員　①２人②３人③１人（選考）
申し込み　各担当課・行政資料コーナー・まちづくりセンター・出張所・公民

館（青根・沢井公民館を除く）にある応募用紙（市ホームページの　市政
情報　→　審議会・情報公開・個人情報　からダウンロード可）を直接か郵
送、ファクス、Ｅメールで２月５日（必着）までに各担当課（①〒２５２－０２３９ 
中央区中央２－２－１５　②③〒２５２－５２７７　中央区中央２－１１－１５）へ
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※予約は利用日の６か月前（一般団体は５か月前、ボランティア活動室は
３か月前）からできます。

お問い合わせ　あじさい会館管理事務室　1０４２－７５９－３９６３

　高額医療・高額介護合算制度は、医療保険と介護保険の両方を利用した
世帯で、高額療養費や高額介護サービス費の支給を受けてもなお残る負担
を軽減するために支給するものです。
　支給金額は、１年間（８月１日～翌年７月３１日）の世帯の自己負担額か
ら、下表の算定基準額を差し引いた金額です。

高高額額医医療療・・高高額額介介護護合合算算制制度度のの申申請請をを

　３月１５日にグランドオープンする相模大野駅西側地区市街地再開発ビル（bono       
ボ ー ノ

相模大野）内に、市民と大学が連携し、新しい地域活動や市民活動を創造する拠点
として開所する「市民・大学交流センター（ユニコムプラザさがみはら）」の入居
や利用の受け付けを１月２１日から開始します。

　「あじさい会館緑分室」が３月１８日に現在建設中の緑区合同庁舎内に開
所します。同分室は緑区における市民福祉会館機能を持つ施設として設置
するもので、高齢者、障害者、ひとり親家庭、ボランティアの各団体が利
用できる施設があります。

　親子が集える常設（週５日以上、１日５時間以上開設）の子育て広場を、
中央区内に設置（場所の確保を含む）・運営する団体を募集します。
対　象　子育て支援活動に実績があり、活動の拠点か所在地が市内にある団体
申し込み　こども青少年課にある申込書を２月１５日（必着）までに同課へ
※応募条件など詳しくは、市ホームページの　暮らしの情報　→　子育て　をご
覧になるか、お問い合わせください。　

※説明会を１月２２日（火）午後３時からけやき会館で開催。希望者は直接会場へ
お問い合わせ　こども青少年課　1０４２－７６９－９８１１

中中央央区区内内にに設設置置すするる
地地域域子子育育てて支支援援拠拠点点事事業業運運営営団団体体をを募募集集

ああじじささいい会会館館緑緑分分室室のの利利用用申申しし込込みみ
受受けけ付付けけをを２２月月１１日日かからら開開始始

ユユニニココムムププララザザささががみみははらら

入入居居等等のの受受けけ付付けけをを１１月月２２１１日日かからら開開始始

障害者控除とは　所得を申告する本人か扶養親族等が、障害等で日常生活
に支障を来している場合、身体状態に応じて受けられる所得控除の一つ
です。

障害者控除対象者認定書とは　障害者手帳等を持っていない６５歳以上の人
で市町村長等が「知的障害者か身体障害者に準ずるもの」として認定を
した人に交付するものです。この認定書は障害者控除を受けるために使
用できるもので、障害者のサービスが受けられるものではありません。

対　象　次の全てに該当する市内在住の人
○認定を受けたい年の１２月３１日現在で、６５歳以上
○身体の障害や寝たきり、認知症により日常生活に支障がある（基準あり）
○身体障害者手帳・療育手帳（判定を受けた人を含む）・精神障害者保健
福祉手帳・戦傷病者手帳の交付を受けていない
○原子爆弾被爆者の認定を受けていない
○本人かその扶養者が所得控除を受けられる
申し込み　各障害福祉相談課・保健福祉課にある申請書（市ホームページ

の　申請書ダウンロード　→ 福祉・相談 からもダウンロード可）を管
轄する窓口へ

※申請しても、判定により認定されない場合があります。
お問い合わせ　中央障害福祉相談課　1０４２ー７６９－９２６６

利用施設等

利用料金利用対象
（市内に限る）利用可能時間規模等施設名

無料高齢者関係団体
午前（午前９時～正午）

５７㎡
定員３９人

高齢者
交流室 午後（午後１時～５時）

１，４００円一般利用（団体）夜間（午後６時～１０時）

無料障害者関係団体、
母子家庭等関係団体

午前（午前９時～正午）
４９㎡
定員２４人

情報交換
ルーム 午後（午後１時～５時）

１，２００円一般利用（団体）夜間（午後６時～１０時）

無料社会福祉関係の
ボランティア団体等

午前（午前９時～正午）
４０㎡
定員１８人

ボランティア
活動室

午後（午後１時～５時）
夜間（午後６時～１０時）

算定基準額所得区分加入医療保険
６７万円現役並み所得者

７０～７４歳の人
がいる世帯

国民健康保険か
被用者保険

５６万円一般
３１万円低所得者Ⅱ
１９万円低所得者Ⅰ
１２６万円上位所得者

６９歳以下の人
がいる世帯 ６７万円一般

３４万円低所得者
６７万円現役並み所得者

後期高齢者医療制度
５６万円一般
３１万円低所得者Ⅱ
１９万円低所得者Ⅰ

※食費、差額ベッド代、居住費などは自己負担額に含まれません。
申請方法　支給が見込まれる人の平成２４年７月３１日現在で加入している医

療保険により申請窓口が異なります。
○国民健康保険に加入している場合は、１月下旬に市から申請書を郵送します。
○後期高齢者医療制度に加入している場合は、県後期高齢者医療広域連合
から、準備が整い次第、申請書が郵送されます。

○被用者保険（健康保険組合、全国健康保険協会、国民健康保険組合、共
済組合等）に加入している場合は、被用者保険窓口に、「介護保険自己
負担額証明書」を添えて、支給申請する必要があります。同証明書の発
行手続きなど詳しくは、介護保険課にお問い合わせください。

※２３年８月～２４年７月に相模原市へ転入した人は、申請方法が異なります
ので、加入している医療保険へお問い合わせください。

利用受け付け
受付方法・場所・電話番号受付期間

電話による仮予約を受け付けます。
あじさい会館管理事務室　1０４２－７５９－３９６３２月１日～３月１７日

直接窓口で予約を受け付けます。
あじさい会館緑分室　1０４２－７７５－１７６１３月１８日以降

所得税
住民税

６５歳以上の寝たきりや重度の認知症の人へ６５歳以上の寝たきりや重度の認知症の人へ

障害者控除対象者認定書の申請を
６５歳以上の寝たきりや重度の認知症の人へ

障害者控除対象者認定書の申請を

申し込み　電話で１月２１日から市民協働推進課へ 
※一定の要件を満たす団体が、あらかじめ登録
することにより利用料金の減免が受けられま
す。

※３月１５日（金）～１７日（日）はオープニング
イベント開催のため、一般利用施設のご利用
はできません。

一般利用施設
用途等施設名

最大１９２人収容可。公開講座やシンポジウム、交流会などを開催できます。セミナールーム
調理実習の設備があり、「食」をテーマにしたセミナーなどに利用できます。実習室１
水回り設備が充実。実験や制作、科学や美術・工芸のセミナーに利用できます。実習室２
さまざまな規模の会議や打ち合わせに利用できます。ミーティングルーム
ワークショップやギャラリーなどのイベントや会議に利用できます。マルチスペース
専門の撮影・録音・編集機材がそろい、アマチュアからプロまで利用できます。ＡＶスタジオ

利用区分
午後３時～５時午前９時～１１時
午後６時～８時午前１１時～午後１時
午後８時～１０時午後１時～３時

利用料金
利用区分の料金
（２時間）

定員
（人）施設名

　１，４８０円
～３，５５０円８４～１９２セミナールーム１・２

　１，０５０円
～２，０３０円３６～４８実習室１・２

１８０円～７００円８～３０ミーティングルーム１～５

１，４００円－マルチスペース
（６ｍ×２１ｍ）

４３０円１２ＡＶスタジオ

※利用条件など詳しくは、募集要領か市ホームページの 施設一覧 → ホール会館 をご覧ください。
お問い合わせ　市民協働推進課　1０４２－７６９－９２２５

入居・展示施設
用途等施設名

大学と連携し、地域の課題解決や活性化のために活
動する個人・団体の活動拠点となる事務スペース（３
タイプ）を提供します。
入居者は定期的にアドバイス・コンサルティングが
受けられます。

シェアード
オフィス

地域活動、市民活動など、さまざまな地域の情報を
発信する展示コーナーです。

地域情報
コーナー

教育・研究活動や地域貢献活動など、さまざまな大
学の情報を発信する展示コーナーです。

大学情報
コーナー

第一次募集期間　１月２１日（月）～２月８日（金）
申し込み　市民協働推進課、各行政資料コーナー・まちづく

りセンター・出張所・公民館（青根・沢井公民館を除
く）・図書館にある募集要領に付いている申請書と必
要書類を、募集期間に市民協働推進課へ

※入居者・出展者の決定は、審査基準に基づき行います。

利用料金（利用期間は原則１年です。）
料金（月額）施設名
３，１００円～
２万２，８００円シェアードオフィス

２，１００円地域情報コーナー
８，１００円大学情報コーナー

※シェアードオフィスの入
居者向けの説明会を１月
２６日（土）午前１０時～１１
時３０分に、市南区合同庁
舎３階講堂で開催しま
す。希望者は直接会場へ

大学情報
コーナー

セミナー
ルーム

シェアード
オフィス

ミーティング
ルーム

実習室

ＡＶスタジオ マルチスペース 地域情報
コーナー

被用者保険後期高齢者医療制度国民健康保険加入医療保険
介護保険課地域医療課国民健康保険課、緑・

南区役所区民課、城山・
津久井・相模湖・藤野
まちづくりセンター

申請場所 介護予防推進課（緑・南班）、城山・
津久井・相模湖・藤野保健福祉課

介護保険課
1０４２－７６９－８３２１

地域医療課
1０４２－７６９－８２３１

国民健康保険課
1０４２－７６９－８２３５お問い合わせ
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パンフレット
仕　様　　Ａ４判４０ページ〈うち広告１６ページ〉（予定）
発行部数　２万部（予定）
配布場所　各まちづくりセンター・公民館、市民桜まつり会場など
広告規格　２０分の１ページ～１ページ　 掲載金額　２万５，０００円～３０万円

ステージバック袖パネル
仕　様　高さ２ｍ７０㎝×幅３ｍ６０㎝
募集数　２枚　　掲載金額　１枚５０万円

エアアーチ（アーチ支柱部分）
仕　様　高さ２ｍ×幅１ｍ　　募集数　２か所
掲載金額　１か所２５万円

　市民の文化芸術活動に対して施設等の使用料の一部を助成します。
補助金額　会場や附帯設備、備品の使用料、外部講師等への謝礼の２分の

１以内（上限８万円）※音楽活動などの練習時は対象外
交付時期　４月以降
対　象　次の全てに該当する団体・事業
　○市内在住か在勤・在学の人が全体の半数以上
　○１５歳以上かつ５人以上で構成
　○営利目的や政治的、宗教的でない
　○事業は市内の施設が会場で、一般公開される
申し込み　グリーンホール相模大野、市民会館、 杜 のホールはしもと、南

もり

市民ホール、おださがプラザ、各公民館（青根・沢井公民館を除く）
にある申請書（市民文化財団ホームページからダウンロード可）を、
２月１５日までに各施設（公民館を除く）へ

※対象など詳しくは、各施設にあるチラシか、同財団のホームページをご
覧ください。

お問い合わせ　市民文化財団　1０４２－７４９－２２０５

※掲載基準など、詳しくはお問い合わせください。
申し込み　市印刷広告協同組合（中央区中央３－７－５）か、市民

まつり実行委員会事務局（商業観光課内）にある申込用紙を、
２月２０日までに同組合（1０４２－７７６－６１００）へ

割　合項目数評　価

  ８．３％６完了　２２年度に完了

４５．８％３３Ａ　　予定通り進捗

２９．２％２１Ｂ　　一部の進捗に遅れがある

  ９．７％７Ｃ　　進捗に遅れあり

  ７．０％５Ｄ　　進捗していない

さがみはら都市経営ビジョン・アクションプラン
平成２３年度取り組み結果

　市では、１７年４月に「さがみはら都市経営ビジョン・
アクションプラン」を策定し、事業の効率化、成果・
顧客・市場主義を盛り込んだ行財政改革に取り組んで
きました。現在は２２年度から２４年度までを計画期間と
したアクションプランに取り組んでいます。今回は、
２３年度の取り組み結果を報告します。

○進捗状況　取り組み項目の約８３％がおおむね予定通り進捗
　２３年度の取り組み結果は、予定通りかおおむね進捗している項目（完
了・Ａ・Ｂ評価）が６０項目（８３％）を占め、進捗に遅れのある項目（Ｃ・
Ｄ評価）が１２項目ありました。

○Ａ評価のうち２３年度中に取り組みが完了した主な項目
取り組んだ内容・成果取り組み項目

協働を推進するため、基本理念や基本原則、
市民や市の役割、市の基本施策などを定めた
市民協働推進条例を制定

市民協働推進条例の制定

庁内分権を推進し、内部管理部門の職員数の
見直しを実施

庁内分権の進展による管理部
門の統合や縮小

効果額項　目

１億　１１２万円地球温暖化対策推進のための基金の活用
（南清掃工場の売電収入を活用）

増　

収

６０５万円企業立地の促進と工業系産業用地の保全
（市税収入の増加）

６１１万円ネーミングライツの導入（スポーツ施設）
５０５万円行政財産の貸し付け（自動販売機・動画モニター等）
６，０８２万円低未利用資産の活用（道路残地の売却）

１億７，９１５万円計
５，２６９万円事業仕分けの実施（道路愛護啓発事業等）

改
善
効
果

３８６万円広報関連業務（派遣職員の導入による職員削減）
１，４５３万円情報システム業務（民間委託）
４，６６０万円一般ごみ収集業務（民間委託）
１，０１６万円小学校

給食調理業務（民間委託）
１，３９８万円中学校

１億４，１８２万円計
３億２，０９７万円改善効果額合計

○改善効果額　約３億２，０００万円の改善効果
　低未利用資産の活用や、一般ごみ収集業務の委託化など全体の約１７％
に当たる１１項目で、約３億２，０００万円の改善効果がありました。

　取り組み内容や結果について詳しくは、市ホームページの 市政情報 → 政策・総合計画 → さがみはら都市経営ビジョン（行政改革） をご覧
になるか、お問い合せください。

お問い合わせ　経営監理課　1０４２－７６９－９２４０

前
回
（
平
成　

年
）の

２４

パ
ン
フ
レ
ッ
ト

地域ぐるみで防災対策を　災害時要援護者避難支援の取り組みを進めましょう

市民桜まつりの協賛広告を募集市民桜まつりの協賛広告を募集 文化芸術発表・交流活動を支援文化芸術発表・交流活動を支援

お問い合わせ　地域福祉課　1０４２－７６９－９２２２

・自治会 
・民生委員 
・社会福祉協
議会など 

災害時要援護者 
（災害時に迅速に避難
することが困難な人） 

災害時要援護者 
（災害時に迅速に避難
することが困難な人） 

自治会等の支援組織 

協定の締結・所在情報の提供 
（災害時要援護者避難支援事業） 

避難支援者 
（近所の人など） 

市役所 市役所 

協定の締結・所在情報の提供 
（災害時要援護者避難支援事業） 

自治会等への 
情報提供に同意 
自治会等への 
情報提供に同意 

自治会等の支援組織 

避難支援者 
（近所の人など） 

避難支援者の選
任などの支援体
制づくり 

避難支援者の選
任などの支援体
制づくり 

地域 地域 

いざというときには、避難支援者
が、できる範囲で要援護者の安否
確認などの避難支援活動に協力し
ます。 

・自治会 
・民生委員 
・社会福祉協
議会など 

災害時要援護者避難支援活動のイメージ

　近年の大規模災害では、犠牲者の多くが、高齢者や障害者など
迅速に避難することが困難な人（災害時要援護者）で、災害発生
時の避難支援は地域防災上の大きな課題になっています。災害が
発生した際に、地域内の災害時要援護者の避難支援活動を円滑に
行うためには、自治会などを中心とした近隣の助け合いが重要で、
災害発生前から災害時要援護者の所在把握や避難支援の体制づく
りに取り組むことが、地域の防災・減災の強化につながります。
　市では、各地域の自治会等の支援組織が、それぞれの実情に応
じた災害時要援護者の避難支援活動に取り組むときの参考にして
もらうため、「災害時要援護者避難支援ガイドライン」を策定す
るとともに、「災害時要援護者避難支援事業」を開始しました。
地域ぐるみで災害時要援護者の避難支援の取り組みを進めましょ
う。

約約33億億円の円の改善効果改善効果がありましがありましたた

災害時要援護者避難支援事業とは
　各地域で災害時要援護者の避難支援の取り組みを進めるうえで、市から
災害時要援護者の所在情報の提供を希望する場合、市が本人の同意を得た
上で、自治会等の支援組織にその情報を提供します。
※市から情報提供を受けるためには、市と自治会等の支援組織の間で、事
業実施に関する協定の締結が必要です。

防災活動にご協力を
　災害時に近隣の助け合いによる防災活動（共助）を行うためには、住民相
互の協力が必要となりますので、より多くの人に「避難支援者（近所の人・
ボランティア）」としてのご協力をお願いします。
　また、地域ぐるみの防災活動は、主に地域の自治会が中心となり行われま
すので、自治会への加入や活動へのご理解、ご協力をお願いします。
※災害時要援護者避難支援ガイドラインは、市ホームページの 暮らしの情
報 → 福祉 からご覧になれます。
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昭
和　

年
代

５０

昭
和　

年
代

６０

平
成
〜

昭
和　

年
代

４０

昭
和　

年
代

３０

友達と一緒に食べるの
が毎日楽しみです。給
食で食べておいしかっ
た献立をお母さんに作
ってもらうことも
あります。

体にも心にもいい給食
若松小学校栄養職員 河野千絵さん

　「食育」の教材にもなる給食。学校に給食室が併設してい
るので、子どもたちがグリーンピースのさやむきやとうもろ
こしの皮むきをし、その日の給食で提供することで、野菜に
親しんでもらう体験授業などを行っています。また、給食の
時間の様子や毎日の残量調査などから、味付けや調理方法の
工夫をするなど、本校ならではの給食作りをしています。

子どもたちが楽しみになるような給食を
清新学校給食センター栄養教諭 戸田千鶴さん

　給食センターでは、１日約２，３００人分の給食を作っています。
量が多いからといって野菜などを機械で切ったり、手間のか
かる献立を避けたりはせず、できるだけ包丁で切ったり、子
どもたちが喜ぶような献立を作るようにしています。ただ栄
養があるだけでなく、子どもたちがおいしいと感じ、楽しみ
になるような給食をこれからも作っていきたいです。

横
山
小
学
校
で
は
、
農
家
の

人
か
ら
届
け
ら
れ
る
、
新
鮮

な
野
菜
を
使
っ
て
い
ま
す
。

　国内の食材を中心に、市内・県内産
の野菜を給食に取り入れ、地産地消に
積極的に取り組んでいます。使用して
いる市内産の食材は、小松菜や大根な
どを始め、特産品のさがみ長寿芋、サ
ガミグリーン、ブルーベリー、津久井
在来大豆などがあります。また、地粉
のパンや津久井在来大豆のみそを使っ
ている学校もあります。地元の生産者
と契約して、野菜を届けてもらってい
る学校もあり、新鮮な野菜を使ったお
いしい給食を子どもたちに提供してい
ます。

こだわり①　地産地消

すまし汁

フルーツあえ牛乳

豆腐と豆腐と
やまと芋やまと芋
の卵焼きの卵焼き

ゆかりごはん

お問い合わせ
学校保健課

1０４２－７６９－８２８３

　子どもたちが毎日食べている学校給食。学校での思い出の一つとして給食が心に残っている人も多いのではないでしょうか。

　１月２４日～３０日は「全国学校給食週間」です。小・中学校の９年間は、子どもたちにとって、体も心も育つ大切なとき。生活習慣病

予防の観点からもこの時期の食生活・食習慣がその後に大きく影響すると言われています。しっかりと食べて健康な体を作るため、妥

協はできません。本市では昭和３１年から学校給食を開始し、現在では、全ての市立小・中学校１０９校で実施しています。子どもたちに安

全でおいしい給食を提供するため、「こだわり」のある学校給食に取り組んでいます。

５年２組　眞�奏大さん

５年４組　新田　葵さん

家では出ないよう
なメニューもあっ
て、すごく楽しみ
です。おいしい給
食が大好きです。

５年３組　宮崎恭輔さん

違う学年の子と一緒にラン
チルームで食べる交流給食
のときに、栄養士さんがそ
の日の献立の話などをして
くれるのが楽しみです。

　皆さんの給食の思い出は何ですか。脱脂粉乳、先割れスプーン、
アルミの食器など、いろいろな思い出があるのではないでしょうか。
　学校給食は、時代とともにどんどん進化しています。本市ではど
のように変わってきたのでしょうか。

昭
和　

年
代

４０

４０年　市内全小学校で給食を開始（当時１６校）
４５年　南部学校給食センターを開設。脱脂粉乳から牛乳に切り

替わる
４８年　清新学校給食センターを開設

ここここここここ
のののののののの
頃頃頃頃頃頃頃頃
のののののののの
給給給給給給給給
食食食食食食食食

こ
の
頃
の
給
食

献　立 

小型パン

牛乳

スパゲティミートソース

菜の花あえ

蜂蜜

昭
和　

年
代

５０

５１年　市内全中学校でミルク給食を開始（当時１５校）
５２年　先割れスプーンを廃止しスプーン・フォークの併用を開始
５３年　くぬぎ台小学校に市内初のランチルームを開設
５４年　津久井学校給食センターを開設

昭
和　

年
代

６０

６０年　�の使用を開始

平
成
〜

ここここここここ
のののののののの
頃頃頃頃頃頃頃頃
のののののののの
給給給給給給給給
食食食食食食食食

こ
の
頃
の
給
食

ここここここここ
のののののののの
頃頃頃頃頃頃頃頃
のののののののの
給給給給給給給給
食食食食食食食食

こ
の
頃
の
給
食

献　立 

献　立 

コッペパン
牛乳
親子煮
煮浸し
ミカン

マーガリン

ロールパン

牛乳

酢豚

パイナップル

元年　米飯給食を全校で実施
８年　現在の城山学校給食センターを開設 

全国的な腸管出血性大腸菌Ｏ１５７による食中毒発生を機
に、９月から非加熱の献立を廃止 

２２年　市立中学校のうち南部１５校で「デリバリー方式」による
給食を開始

２３年　全市立中学校で給食を開始

献　立 

ツナピラフ
乳酸菌飲料

ミネストローネ
タンドリーチキン
ゆでブロッコリー
ぶどうゼリー

現現現現現現現現
在在在在在在在在
のののののののの
給給給給給給給給
食食食食食食食食

現
在
の
給
食

昭
和　

年
代

３０

ここここここここ
のののののののの
頃頃頃頃頃頃頃頃
のののののののの
給給給給給給給給
食食食食食食食食

こ
の
頃
の
給
食

献　立 

コッペパン

脱脂粉乳

鯨肉の竜田揚げ

キャベツの千切り

３１年　大野第二小学校（現在の淵野辺小学校）で市内初の学校
給食を開始

３５年　市内小・中学校で脱脂粉乳によるミルク給食を開始
３６年　淵野辺小学校が学校給食優良校として文部大臣賞を受賞

給食実施のために大相撲！？

１１年間奔走した校長先生の熱い想い
　本市の学校給食は、第二次世界大戦後１１年が経った現淵野
辺小学校で始まりました。終戦後、食糧が十分でない時代、
昼食の時間に食べるものがなく、じっと我慢する子どもたち
の姿を見た校長先生の「何としてでも、どの子どもにも同じ
ものを食べさせたい。きちんとした食事を取らせたい」とい
う想いからでした。これを実現するためには学校給食しかな
いと考えた校長先生は、約９年間、国などを相手に奔走しま
したが、実現しませんでした。このままでは何年かかるか分
からない、と考えた校長先生はなんと「大相撲を呼んで資金
を捻出しよう」という前代未聞の決断をしました。
　開催まで、いくつもの難題を乗り越え何とか実現させ、想
定の２倍以上の資金が集まりました。後日、そのお金を市に
全額寄付し、昭和３１年６月、完全給
食が実施されました。校長先生は、
おいしそうに給食を食べる子どもた
ちの姿を、目に涙を浮かべ見ていた
そうです。給食実施のために奔走し
始めてから１１年。校長先生の熱い想
いが給食の実施を実現させました。

　学校給食には健康の増進だけでなく、「食育の推進」という役割も求められています。
本市では食育の生きた教材となる給食を「地産地消」や「手作り」をはじめ、学校専属の
栄養士がそれぞれの学校の実態に合わせて献立を作成するなどのこだわりを持って作って
います。また、市の栄養士が献立を作り、調理・配送を委託しているデリバリー方式の中
学校給食も「地産地消」や「手作り」などのこだわりが詰まっています。

市市市市市市立立立立立立大大大大大大野野野野野野小小小小小小学学学学学学校
校校校校校のののののの市立大野小学校
の

５５５５５５年年年年年年生生生生生生にににににに聞聞聞聞聞聞ききききききま
まままままししししししたたたたたた５年生に聞きま
した

給食はいろいろなメ
ニューがあって、調
理の仕方も工夫され
ているから、苦手な
ピーマンも食べられ
ます。

５年１組　河野美波さん

給 食 今 昔 物 語  給 食 今 昔 物 語  
～ 進 化 す る 給 食 ～  

潤水都市ランチ　なつかしの味 給食プレートなつかしの味　給食プレート
　現在の給食メニューをアレンジし
た給食プレートが市役所食堂に登
場。懐かしい給食を味わってみませ
んか。
日にち　３月１日（金）
時　間　午前１１時から
会　場　市役所本館６階食堂
※限定１００食。売り切れ次第終了

※写真はイメージです。メニューは
一部異なります。

大相撲の様子

本市の学校給食のあゆみ

新鮮な野菜のおいしさを

　味覚が敏
感な時期だ
からこそ、
本当の味を
知ってほし
い。本市の
学 校 給 食
は、「食品添加物や化学調味料はでき
るだけ使わない」というこだわりを持
っています。
　スープは鶏ガラから、だしは削り節
や煮干し、昆布からとります。シチュ
ーやカレーもルウから作ります。「手
作業」にもこだわり、調理員が一つひ
とつ心を込めて作ったコロッケや餃子    、

ギョーザ

ハンバーグなどのメニューは、どれも
子どもたちに「おいしい」と人気です。

こだわり②　手作り
ルウから作ってます

さがみはらのこだわり給食どんどん
 

進化中 
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申し込み　各まちづくりセンター・公民館などにある申込用紙〈同コンソーシアムホームページ（http://sagamachi.jp/）からダウンロード可〉を１月３１日
（必着）までに同事務局（1０４２－７４７－９０３８）へ

費　用定員（抽選）対　象会　場時　間日にち講座名

各５００円
各３５人１８歳以上

の人

町田市生涯学習
センター

（町田市原町田）

午前１０時３０分～正午
２月１７日（日）取り戻そう、健康と免疫力

２月２３日（土）
「認知症」を正しく理解して、自分や周りの
人に役立てよう

３０人午後１時～３時「環境に配慮した生活」を考える

１，０００円
（材料費含む）２５人１５歳以上

の人

東京家政学院大学
町田キャンパス
（町田市相原）

午前１０時４０分～午後１時１０分３月２日（土）環境にやさしく、無駄なくおいしい料理作り

学ぶことは、面白い。さがまちコンソーシアム大学　２・３月講座

であいのサロン
　おしゃべりをする交流の場
日　時　２月１１日（祝）午前１０時～正午
定　員　３０人（申込順）

男性のくらしナビ　外出がおっくうになったら
あなたは大丈夫!?前立腺最前線
日　時　２月１４日（木）午後１時３０分～３時
定　員　３０人（申込順）

手仕事リラックス講座　オリジナルスタンプ作り
日　時　２月１７日（日）午前１０時～正午
定　員　１２人（申込順）
費　用　６００円（材料費ほか）

子育ておしゃべりサロン
日　時　２月１８日（月）午前１０時３０分～正午
対　象　１歳未満の初めての子とその保護者
定　員　１０組（申込順）

男の腕まくり
心とからだを元気にする簡単料理
　油揚げのチャーハン、ツナ汁など
日　時　２月９日（土）午前１０時～午後１時
定　員　３０人（申込順）　
費　用　５５０円（材料費・保険料）
市民企画講座　プロトレーナーによるワンポ
イント体操～肩こり、腰痛、健康維持に～
日　時　２月１８日（月）午後２時～４時
定　員　３０人（申込順）

ソレイユさがみの催し

総合体育館杯 フットサル大会
日　時　２月１７日（日）午前９時～午後５時
会　場　総合体育館
対　象　市内の小学校５年生を中心に編成したチーム
定　員　２４チーム（抽選）
費　用　１チーム３，０００円
申し込み　同館にある申込用紙（市都市整備公社のホ

ームページからダウンロード可）を、１月３１日
までに同館（1０４２－７４８－１７８１）へ

申し込み　直接か電話、ファクスに氏名、
電話番号、催し名を書いて、ソレイ
ユさがみ（緑区橋本６－２－１　シ
ティ・プラザはしもと内　1０４２－
７７５－１７７５　6０４２－７７５－１７７６）へ

※未就学児（２歳以上）の保育あり（申込
時に要予約）

自然観察ウォッチング　野鳥観察会
日にち　２月２日（土）〈雨天中止〉
時　間　午前９時１５分～正午
会　場　県立相模原公園
対　象　市内在住か在勤・在学の中学生以上の人
定　員　３０人（申込順）
申し込み　電話で、相模原の環境をよくする会事務局

（環境政策課内　1０４２－７６９－８２４０）へ

やませみDE アウトドアクッキング体験会
　ダッチオーブン料理や竹筒炊き込みご飯のアウトドアクッキングを体験
します。
日にち　①２月１１日（祝）＝ダッチオーブン料理体験（ミルクポトフ作り）
　　　　②２月２４日（日）＝竹筒炊き込みご飯作り（やませみ野菜汁付き）
時　間　午前１０時～午後１時
会　場　ふじの体験の森やませみ
対　象　市内在住の小・中学生とその保護者
定　員　各８組（抽選）
※未就学児（２歳以上）の保育あり（要予約）
費　用　１組①１，０００円②６００円
申し込み　はがきかファクス、Ｅメールに住所、電話番号、全員の氏名・

学年・性別・続柄、希望日、「アウトドアクッキング体験会」と書
いて、１月２８日（必着）までに同所（〒２５２－０１８２　緑区澤井９３６－
１　1０４２－６８６－６０２５　6０４２－６８７－５０５０　Ｅメール yamasemi 
@sagamihara-kng.ed.jp）へ

　市内各地域の特色を生かした公民館活動の発表を行います。
日　時　２月２日（土）午後２時～４時３０分

テーマ分科会
各世代のニーズにあった学習の拠点としての公民館１
青少年育成事業　～古きをたずねて　地域を知る～２
地域の力で　公民館力ＵＰ（アップ）！３

会　場　総合学習センター、産業会館　　定　員　３０人（申込順）
申し込み　直接か電話で１月３１日までに生涯学習課（1０４２－７６９－８２８７）へ
※未就学児（２歳以上）の保育あり（申込時に要予約）

公民館の役割を考える
～魅力ある公民館をめざして～

公民館の
つどい

子どもゆめ基金助成活動「体験の風をおこそう」運動

子どもサイエンスフェスティバル
　国際宇宙ステーションで使われているロボットハンド工作、電気と磁石
の科学実験などを行います。
日　時　２月１０日（日）午前１０時～午後３時
会　場　市立青少年学習センター　※希望者は直接会場へ

お問い合わせ　県立青少年センター　1０４５－２６３－４４７０

初心者向け　つるし雛教室〈全３回〉
　正絹ちりめんを使って、日本の伝統工芸「つるし 雛 」を作ります。

びな

日　時　１月２３日～２月６日の毎週水曜日午前１０時～正午
会　場　老人福祉センター渓松園
対　象　６０歳以上の人＝１６人（申込順）　　費　用　３，０００円
申し込み　直接か電話で、１月２２日までに同園（1０４２－７６１－９２９１）へ

　「おおきなかぶ」、「ベルとかいじゅう王子」、「プ
ーさんと大あらし」を上映します。
日　時　２月９日（土）午後２時～３時３０分
会　場　市立図書館（中央区鹿沼台）
対　象　市内在住か在勤・在学の人＝１５０人（先着順）
※希望者は直接会場へ
※駐車場工事中のため、車での来館はご遠慮ください。
お問い合わせ　視聴覚ライブラリー　1０４２－７５３－２４０１

月例子ども映画会

○C 北星株式会社

　　人と人とのかかわりを見つめ直す

障害者虐待防止法と日々の適切な支援
研修会

日　時　１月２６日（土）午後１時３０分～４時　会　場　総合学習センター
講　師　横川剛毅さん（和泉短期大学准教授）
定　員　２０４人（先着順）　※希望者は直接会場へ
※手話通訳・要約筆記あり
お問い合わせ　市障害児者福祉団体連絡協議会の大石さん　1０４２－７６２－１１１８

　天文観測衛星として、これまで活躍していた衛星「あかり」、次世代衛
星「SPICA」について、ＪＡＸＡの教授がお話しします。
日　時　２月２３日（土）午前１０時～１１時３０分
会　場　市立博物館
対　象　市内在住か在勤・在学の１５歳以上の人＝８０人（申込順）
申し込み　直接か電話で、１月３１日までに総合学習センター（1０４２－７５６

－３４４３）へ

宇宙航空研究開発機構コース
赤外線で探る宇宙の進化 ～「あかり」から「SPICA」へ～

公開講座

滑稽とペーソス

～田河水泡“のらくろ”一代記～展
　戦前の少年たちから絶大な人気を集めた漫画「のらく
ろ」の魅力や、晩年を町田で過ごした作者・田河水泡の
生涯を、約１００点の原画などで紹介します。
期　間　１月１９日（土）～３月２４日（日）
時　間　午前１０時～午後５時（金曜日は午後８時まで）
会　場　町田市民文学館（町田市原町田４－１６－１７）
観覧料　４００円（６５歳以上の人・大学生２００円、高校生以

下の人は無料）
※１月１９日（土）、２月１０日（日）、３月２４日（日）は入館無料
休館日　月曜日（２月１１日を除く）、２月１４日（木）、３月１４日（木）

お問い合わせ　町田市民文学館　1０４２－７３９－３４２０

町田市 

○C 田河水泡／講談社
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みんなの スポ・レク情報 
～スポーツ・レクリエーションを楽しもう～

市体育協会からのお知らせ

市民スケート選手権大会
日　時　３月３日（日）午前９時３０分
会　場　銀河アリーナ
申し込み　電話で２月１７日までに市体育協会へ
市民ダンススポーツ大会
日　時　３月２日（土）午前１０時～午後６時
会　場　総合体育館
対　象　市内在住か在勤・在学の人
※市内のダンスサークルに入っている人も可
費　用　１人５００円から
申し込み　市体育協会にある申込書と振込受領

証の写しを２月２日（必着）までに市ダ
ンススポーツ連盟へ

クラブ運営等のリスクマネジメント講習
日にち　２月２３日（土）
時　間　午前９時３０分～１１時３０分
会　場　相模原麻溝公園競技場
対　象　市内在住か在勤・在学のスポーツクラ

ブ・団体等の運営関係者＝５０人（申込順）
申し込み　電話か、ファクス、Ｅメールに団体名、

全員の住所・氏名・年齢・電話番号、「リスク
マネジメント講習」と書いて市体育協会へ

①歩くスキーを楽しむ会（霧ヶ峰スキー場）

②日帰りスキーを楽しむ会

（車山高原スキー場）
日にち　３月３日（日）
集　合　午前５時＝市南区合同庁舎
　　　　午前５時１５分＝市役所
対　象　小学校３年生以上の人＝各４０人（抽選）
費　用　講習あり＝９，５００円（小学生６，５００円）
　　　　講習なし＝７，５００円（小学生６，５００円）
※リフト代が別途必要。レンタル希望者は板と
靴のセット・ウエアのレンタル代（各２，０００円）
が別途必要

申し込み　往復はがきに住所、氏名、生年月日、
性別、電話番号、催し名、希望集合場所、
講習の有無、レンタル希望者は身長・靴・
服のサイズを書いて、２月５日（必着）
までに市体育協会へ

居合道・杖道体験講習会
日　時　２月１７日（日）午前９時～正午
会　場　市体育館（市役所前）
対　象　高校生以上の人
※希望者は運動ができる服装で直接会場へ

小学生駅伝競走大会
日　時　２月１６日（土）午前８時
会　場　相模原麻溝公園競技場
対　象　市内か近接市在住の小学校４～６年生
定　員　男子の部・女子の部＝各５０チーム（申込順）
費　用　１チーム２，０００円（１チーム４人）
申し込み　市体育協会にある申込用紙を１月２５

日までに同協会へ
ボウリング（ダブルス競技会）
日　時　２月１７日（日）午前９時３０分
会　場　南橋本ボウル（緑区橋本台１－３４－１）
定　員　３６チーム（申込順）
費　用　１チーム５，０００円
申し込み　直接か電話で２月９日までに同所

（1０４２－７７１－８８６８）へ
あじさいカップテニストーナメント

（高校生シングルス）
日にち　４月２日（火）～４日（木）
会　場　淵野辺公園テニス場ほか
費　用　１，０００円
※申し込み方法など詳しくは、市テニス協会ホ
ームページをご覧ください。

市体育協会　1０４２－７５１－５５５２　6０４２－７５１－５５４５
〒２５２－０２３６　中央区富士見６－６－２３　けやき会館内
Ｅメール taikyo@jade.dti.ne.jp　HP http://www.jade.dti.ne.jp/�  taikyo/

さがみはらグリーンプールの催し
費　用定　員

（申込順）対　象時　間日にち講座・教室名

各
４００円

各
１５人

６０歳以上の人
午前１１時　　
～正午　

２月６日（水）
　　７日（木）

転倒予防
〈全２回〉

１８歳以上の人２月１２日（火）
　　１３日（水）

ウオーキング
〈全２回〉

各
１０人

１５歳以上の人
（中学生を除く）

午前１１時　　
～正午　２月１４日（木）

　　１５日（金）

はじめての
バランスボール
〈全２回〉 午後２時　　

　～３時　　

１人 
１，０００円４０人

小学生と
その保護者
※小学生のみ
の参加可

午後４時　　
　～５時３０分２月９日（土）

親子で体験
はじめての
そろばん

７，０００円３０人１８歳以上の人午前１１時～
午後０時３０分

２月１４日（木）・２８
日（木）、３月７日
（木）・１４日（木）・
１８日（月）・２１日
（木）・２８日（木）

競技力向上
飛び込み
〈全７回〉

申し込み　直接か電話で、同プール（1０４２－７５８－３１５１）へ

相模原麻溝公園競技場の催し
費　用定　員

（申込順）対　象時　間日にち講座・教室名

各
３，０００円各

４０人

１８歳以上
の人

午前９時４５分
　～１０時４５分

１月２９日～３月
１９日の毎週火曜
日

いきいき
ウオーキング
〈全８回〉

午前１１時～　
午後０時１５分

はつらつ
ジョギング
〈全８回〉

６０歳以上
の人

午後２時　　
　～３時３０分

シニア健康体操
〈全８回〉

２，０００円２０人小学生
以上の人

午前１０時３０分
　～正午

２月２日～２３日
の毎週土曜日

ニュースポーツ
〈全４回〉

１，０００円２５人

１８歳以上
の人

午前１０時
　～正午

２月６日・２０日
の水曜日

☆ノルディック
ウオーキング
〈全２回〉

３，０００円２０人午前１０時３０分
　～１１時３０分

２月１３日～３月
２０日の毎週水曜
日

美容バレエ
〈全６回〉

１，０００円１０人午前９時
　～正午２月２３日（土）★普通救命講習Ⅰ

☆ポールレンタル料は別途１日５００円
申し込み　電話か、ファクス、Ｅメールに住所、氏名（ふりがな）、年齢、性

別、電話番号、講座・教室名を書いて、★は２月４日までに同競技場
（1０４２－７７７－６０８８　6０４２－７７７－０１６１　Eメール asamizo-stadium 
@dream.jp）へ

日本選手権（２５ｍ）水泳競技大会
市民２００人を無料でご招待！

　日本のトップスイマーが出場します。
日　時　２月２３日（土）・２４日（日）午前９時３０分～午後６時ごろ
会　場　さがみはらグリーンプール
対　象　市内在住か在勤・在学の人＝各日５０組１００人（抽選）
　　　　※小学生以下の人は保護者の同伴が必要です。
申し込み　往復はがき（１組１枚）に代表者の住所・氏名・電話番号・

観覧希望日、「日本選手権」と書いて、１月３１日（必着）まで
にスポーツ課（〒２５２－５２７７　中央区中央２－１１－１５　1０４２－
７６９－８２８８）へ

自由席Ｓ指定席ＳＳ指定席券種（１日券）
１，５００円３，０００円３，５００円前売り
２，０００円３，５００円４，０００円当　日

　前売りチケットは、チケットぴあ、ローソンチ
ケット、e＋で販売しています。当日券もあります。

宮ヶ瀬湖マラソン大会（一般の部）
日にち　２月２４日（日）
受付時間　午前９時１５分

～９時４５分
コース　５㎞、１０㎞
費　用　１，０００円
申し込み　生涯学習課津久

井教育班にある申込
用紙を２月１日まで
に同班（1０４２－７８０
－１４１０）へ

虹の大橋 

スタート・ゴール 
鳥居原 
ふれあいの館 

宮ヶ瀬湖 宮ヶ瀬湖 

韮尾根トンネル 鳥
屋
出
張
所 

コース（車両通行止め区間 午前７時～午後１時） 

虹の大橋 

幼児スケート教室〈全４回〉
　楽しい遊びを入れながら、スケートの基礎を学びます。
日　時　２月２日～２３日の毎週土曜日午前９時～１０時３０分
会　場　銀河アリーナ　　対　象　４歳以上の未就学児
定　員　２５人（抽選）　　費　用　３，０００円（貸し靴は別途２００円）
申し込み　往復はがきに住所、氏名（ふりがな）、年齢、電話番号、

「幼児スケート教室」と書いて、１月２２日（必着）までに同所
（〒２５２－０２２９　中央区弥栄３－１－６　1０４２－７７６－５３１１）へ

チケットのお問い合わせ
インフォメーションセンター　1０３－６２７７－６４１７　

チケット
販売中
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市　役　所　1０４２－７５４－１１１１（代）情報 あ ら かると・ ・

２月からひばり放送の２月からひばり放送の

夕方のチャイムが５時に鳴ります夕方のチャイムが５時に鳴ります

問 危機管理室

不動産公売を実施不動産公売を実施

　市税滞納により差し押さえた不
動産を横浜市と合同で公売します。
日 ３月６日（水）
時 午後１時３０分～２時３０分
会 横浜市磯子区役所（横浜市磯子区）
公売財産　土地１件、土地付き建
物５件、マンション１件
※公売は中止になる場合があります。
※入札希望者は事前にお問い合わ
せください。
問 納税課

住宅・土地統計調査（１０月実施住宅・土地統計調査（１０月実施））

の調査区設定にご協力をの調査区設定にご協力を

　総務省が行う同調査に伴い、本
市でも統計調査員が１月中旬～２
月上旬に「住宅」と「住宅以外で
人が居住する建物」の状況や数な
どを巡回して確認します。ご協力
をお願いします。
問 情報政策課

１１月３１日までに償却資産の申告を月３１日までに償却資産の申告を

対 平成２５年１月１日現在、市内の
工場や商店などで、事業に使用し
ている機械、器具、備品等の償却
資産を所有している個人・法人
申告先　資産税課、緑市税事務所、
同津久井税務班、南市税事務所、
城山・相模湖・藤野まちづくりセ
ンター
※新規に事業を始めた人や、申告
書を受け取っていない人は資産税
課（1０４２－７６９－８２６４）へ
※資産が所在する区ごとに申告書
を作成・申告してください。
問 資産税課

農業委員会委員選挙農業委員会委員選挙

　告示日（３月１日）に立候補者数
が定数を超えなかった際は無投票
です。選挙がある場合、選挙人名簿
の登録者に入場整理券を郵送します。
投票日　３月１０日（日）
投票時間　午前８時～午後６時
立候補予定者への事前説明会
日時 ２月４日（月）午後２時
会 市民会館第１大会議室
対 候補者本人を含む２人まで
問 市選挙管理委員会事務局

福祉有償運送運営協議会福祉有償運送運営協議会

　ＮＰＯ法人などが登録申請する
際の輸送の必要性や条件等を協議
日時 ２月８日（金）午前１０時
会 ウェルネスさがみはら
※傍聴希望者は直接会場へ
問 障害福祉課

都市計画素案の縦覧と公聴会都市計画素案の縦覧と公聴会

　鶴の原地区地区計画の決定
素案の縦覧・公述申し出　直接、
１月２９日まで（土・日曜日を除く）
の午前８時３０分～午後５時１５分に
都市計画課へ（公述申し出につい
ては郵送も可。書式など詳しくは
お問い合わせください）
公聴会
日時 ２月１９日（火）午後７時
会 大野南公民館
公述人資格　市内在住の人と同都
市計画に利害関係のある人
定 １０人程度（抽選）
※傍聴希望者は直接会場へ
※公述申し出がない場合は中止
問 都市計画課

子犬・子猫の譲渡会と子犬・子猫の譲渡会と

飼い方等の相談飼い方等の相談

日 ２月３日（日）〈雨天決行〉
会 衛生試験所の北側に隣接する建
物（中央区富士見１－３－４１）
譲渡会
時 午後１時～１時３０分
対 ①譲りたい人②欲しい人ともに
市内在住の２０歳以上の人。①子犬・
子猫は生後約２～５か月で、１週
間前までに市獣医師会所属の動物
病院で健康チェックと駆虫（実費
約５００円）を受けてください。②印
鑑と健康保険証などの住所・氏名
を証明する書類、２，０００円（マイク
ロチップ代・装着費用。動物病院
での登録費用等は別途）が必要
飼い方等の相談
時 午後１時３０分～２時
対 当日、譲渡会で子犬・子猫を譲
り受けた人
※当日、愛犬・愛猫は同伴不可
問 市獣医師会譲渡会事務局（かぶ
くん動物病院　1０４２－６４９－０８４３）
か生活衛生課

犬のしつけ方教室犬のしつけ方教室

　講義とモデル犬を使用した実演
日時 ３月１０日（日）午後２時～４時
会 麻布大学
対 市内在住の人（未成年者は２０歳
以上の人の同伴が必要）
定 ３０組（１組４人まで、抽選）
申 往復はがきかＥメールに代表者
の住所・氏名・電話番号、参加人
数、全員の氏名、相談したいテー
マ（無駄ぼえ、飛びつき、拾い食
い、その他のうち１つ）を書いて、
２月１５日までに生活衛生課（〒２５２
－５２７７　中央区中央２－１１－１５ 
1０４２－７６９－８３４７　Ｅ seikatsu 
eisei-２@city.sagamihara.kana 
gawa.jp）へ
※愛犬の同伴は不可

マンション管理士による無料相談会マンション管理士による無料相談会

日時 ２月１１日（祝）午前９時３０分～正午
会 おださがプラザ
対 市内の分譲マンション管理組合
役員と居住者＝１０組（申込順）
申 電話か、ファクス、Ｅメールに
住所、氏名を書いて、首都圏マン
ション管理士会相模原部会事務局
（1０４２－７６５－０２２１　6０４２－７０５
－３１４２　Ｅ t-nakamura@a-tem 
po.co.jp）へ

分譲マンション無料相談分譲マンション無料相談

　マンション管理士等による相談
日 ２月４日（月）
時 午後１時３０分～４時３０分
会 中央区役所市民相談室
対 市内の分譲マンションに住んで
いる人＝３組（申込順）
申 電話で建築指導課（1０４２－７６９
－８２５３）へ

土砂災害警戒区域等の指定説明会土砂災害警戒区域等の指定説明会

　①緑区中野、又野地域（急傾斜
地の崩壊）、②三ケ木、青山の一
部地域（土石流・急傾斜地の崩壊）
における土砂災害警戒区域と特別
警戒区域の指定について説明

会 ①津久井中央公民館
　②津久井生涯学習センター
※希望者は直接会場へ
※青山地域の対象は、鮑子自治会
と青山自治会に係る地域です。
問 県津久井治水センター工務課
（1０４２－７８４－１１１１） 

検定試験検定試験

①販売士検定１級・３級
日 ２月２０日（水）　会 産業会館
費 １級７，５００円、３級４，０００円
②日商簿記検定
日 ２月２４日（日）
会 総合電子専門学校（南区上鶴間
本町３－１８－２７）、相模女子大学
費 ２級４，５００円、３級２，５００円

◇　　◇
申 直接（１月①２２日～２８日②２１日
～２５日）かインターネット（１月
①２７日②２４日まで）で、相模原商
工会議所（1０４２－７５３－８１３４　HP 
http://www.ssp２１.or.jp/）へ

ミニアートギャラリーミニアートギャラリー（（総合学習総合学習

センター内）作品展示希望団体センター内）作品展示希望団体

申 総合学習センターにある申込書
を１月３１日までに同センター（1 

０４２－７５６－３４４３）へ

自然環境観察員自然環境観察員

　身近な生き物の調査などを通し
て、自然環境の変化などを捉える
ボランティア
期間　４月～平成２６年３月
対 市内在住か在勤・在学の中学生
以上の人
申 直接か、郵送、Ｅメールに住所、
氏名、職業（学年）、電話番号、
「自然環境観察員」と書いて、３月
１５日までに環境情報センター（〒
２５２－０２３６　中央区富士見１－３－ 
４１　1０４２－７６９－９２４８　Ｅ kan 
kyo@eic-sagamihara.jp）へ

写真で相模原を記録しよう写真で相模原を記録しよう

　市民桜まつりで展示する、市内
の自然や町並みなどを写した作品
対 平成２４年中に撮影したカラー・
白黒でキャビネ判か２Ｌ判

※応募は１人１０点まで。額入り不可
申 直接か郵送で、作品の裏に住所、
氏名、電話番号、題名、撮影年月
日・場所、コメントを書いた紙を
貼り、１月３１日までに、写真で相模
原を記録する会の石井　 篁 さん（〒 

たかむら

２５２－０２０２　中央区淵野辺本町２－
２－１８　1０４２－７５３－２７６９）へ

古民家園の「みんなで豆まき！」古民家園の「みんなで豆まき！」

　節分にちなんだ飾りなども展示
日時 １月２７日（日）午前１０時～１１時３０分
会 同園（相模川自然の村公園内）
定 ４０人（先着順）
※希望者は直接会場へ
問 文化財保護課

市民健康文化センターの催し市民健康文化センターの催し

健文ロードショー「東京物語」
日 １月１９日（土）
時 午後１時３０分～３時５０分
※希望者は直接会場へ
フォトフレーム作り教室
日時 ２月９日（土）午前９時３０分～
正午、午後１時～３時３０分
対 小学生以上の人＝各１０人（申込順）
費 各１，３００円
七宝焼き教室
　マーガレットのペンダントを作製
日 ２月２１日（木）　費 各１，０００円
時 午前９時３０分～午後０時３０分、
午後１時３０分～４時３０分
対 １８歳以上の人＝各１５人（申込順）

◇　　　◇
申 直接か電話で同センター（1０４２ 
－７４７－３７７６）へ

さがみはら国際交さがみはら 国  際  交 
こく さい こう

流 流 ラウンジのラウンジの
りゅう

催 催 しし
もよお

お 茶  会 （インドのお
ちゃ かい

 話 など）
はなし

日時 １ 月 ２０ 日 
がつ か

（ 日 ）
にち

 午  前 １０ 時 ～
ご ぜん じ

 正 
しょう

 午 
ご

定 ４０ 人 （ 先 
にん せん

 着 
ちゃく

 順 ）
じゅん

※ 希  望  者 は
き ぼう しゃ

 直 
ちょく

 接  会 
せつ かい

 場 へ
じょう

ハローインターナショナルサロン
 世  界 の
せ かい

 料 
りょう

 理 
り

 教 
きょう

 室 
しつ

　カナダの 料 
りょう

 理 やデザート 作 り
り づく

日時 ２ 月 ３ 日 
がつ か

（ 日 ）
にち

 午  前 １０ 時 ～ 午  後 ２ 時 
ご ぜん じ ご ご じ

会 ソレイユさがみ（ 緑 
みどり

 区  橋  本 ６－
く はし もと

２－１）
対  市  内  在 

し ない ざい

 住 
じゅう

か 在  勤 ・ 在  学 の
ざい きん ざい がく

 中 
ちゅう

 学  生  
がく せい

 以 
い

 上 
じょう

の 人 ＝２０ 人 （
ひと にん

 申 
もうし

 込 
こみ

 順 ）
じゅん

費 １，０００ 円 
えん

申  直 
ちょく

 接 か
せつ

 電 話
でん わ

   で 同 ラウンジへ
どう

◇　　　◇
問  同 ラウンジ（1０４２－７５０－４１５０）

どう

県立相模原公園の催し県立相模原公園の催し

冬のバラ管理講習会
日 ２月２日（土）
時 午後１時３０分～３時３０分
費 ２，０００円　　申 電話で同公園へ
サカタのタネグリーンハウスの催し
「写真クラブ瞬間」写真展
日 １月２０日（日）まで
時 午前９時３０分～午後４時３０分
「華乃衣会」古布手作りアート作
品展
日 １月２２日（火）～２月３日（日）
時 午前９時３０分～午後４時３０分

◇　　　◇
※同ハウスは１月１５日（火）・月曜
日休館。入館は午後４時まで
問 同公園（1０４２－７７８－１６５３）

お知らせ 

募　　集 

イベント 

施設のお休み

市民健康文化センター
日 １月２１日（月）
問  同所（1０４２－７４７－３７７６）

時　間日にち
午後７時～８時３０分２月８日（金）

①
午前１０時～１１時３０分３月３日（日）
午後７時～８時３０分２月１５日（金）

②
午後４時～５時３０分３月３日（日）

時　間期　間
正午と午後５時２月～１０月
正午と午後４時１１月～１月
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日時＝日時　　日＝日にち　　時＝時間　　会＝会場　　講＝講師　　　対＝対象　　費＝費用（記載のない場合は無料）　　定＝定員（指定のないものは選考）

申＝申し込み（期限で指定のないものは、必着）　　問＝お問い合わせ　　1＝電話　　5＝ファクス　　Ｅ＝Ｅメール　　HP＝ホームページ
凡　例
　

○R

市の手続き、イベントや
施設のお問い合わせに…

1０４２－７７０－７７７７
6０４２－７７０－７７６６

相模原市コールセンター
（ちょっとおしえてコール相模原）

午前８時～午後９時　年中無休
※おかけ間違いにご注意ください。

リニア中央新幹線パネル展リニア中央新幹線パネル展

　リニア中央新幹線の現状や仕組
み、本市の取り組みなどを紹介

会 ①市南区合同庁舎②シティ・プ
ラザはしもと③津久井中央公民館
問 交通政策課

市日中交流協会の催し市日中交流協会の催し

春節を祝う会・中国展
　中国に関する体験講座など
日 ２月９日（土）
時 午前１０時～午後５時３０分
会桜美林大学プラネット淵野辺キ
ャンパス
※希望者は直接会場へ
※各種教室（漢詩、太極拳、親子で
中国語、京劇講座）もあります。時
間など詳しくは桜美林大学孔子学院
ホームページ（http://www.obirin. 
ac.jp/kongzi/）をご覧ください。
友好都市・ 無  錫 市と貴州省の少

む しゃく

数民族を訪ねる旅
○３泊４日コース
日 ３月１４日（木）～１７日（日）
○７泊８日コース
日 ３月１４日（木）～２１日（木）
※費用など詳しくはお問い合わせ
ください。
申 電話か、Ｅメールに住所、氏名、
電話番号、コース名を書いて、２
月１２日までに渉外課（1０４２－７６９
－８２０７　Ｅ kokusai@city.saga 
mihara.kanagawa.jp）へ

◇　　　　◇
問 渉外課

「ふれあいの湯」で温泉気分「ふれあいの湯」で温泉気分

　箱根の湯（濃縮温泉水を利用）
でリフレッシュ
日 １月２６日（土）～２９日（火）
時 午前１０時３０分～午後４時
会 新磯ふれあいセンター
費 ２００円（６５歳以上と中学生以下の
人は１００円、障害者は無料）
※希望者は直接会場へ
問 同センター（1０４６－２５５－１３１１）

市民ガラコンサート市民ガラコンサート

　市合唱連盟・市民交響楽団・市
民吹奏楽団の共演
日時 ２月１１日（祝）午後３時
会 グリーンホール相模大野
費 ５００円（全席自由）
※チケットＭｏｖｅ（1０４２－７４２
－９９９９）、チケットぴあにて販売中
問 市民音楽団体協会事務局（1０９０
－６５１８－９２８６）

みんなで歩こう！みんなで歩こう！

新春の相模原公園新春の相模原公園〈〈１３㎞〉１３㎞〉

日 １月２６日（土）〈小雨決行〉
集合　午前８時５０分に相模大野中
央公園
費 ５００円
※希望者は弁当、飲料水を持って、
直接集合場所へ
問 市ウオーキング協会（1０９０－
４１３４－５８０８）

「福島を思う」「福島を思う」

～文化芸術の力での応援～～文化芸術の力での応援～

展覧会の部
　絵画・写真・木工作品展、木工
ワークショップ
日 １月３１日（木）～２月５日（火）
時 午前１０時～午後６時（３１日は午後
２時から、５日は午後４時まで）
会 相模原市民ギャラリー
費 ワークショップのみ２００円
音楽交流会
　岡倉ゆかりさん（音楽家）と福
島からのゲストによる音楽交流
日時 ２月１日（金）午前１０時～正午
会  杜 のホールはしもと多目的室

もり

◇　　　◇
※希望者は直接会場へ
問 ウディーショップきこり（1０４２
－７５２－８２６６）

環境情報センターの催し環境情報センターの催し

自然環境観察員活動報告会
　平成２３年度の調査・観察会の結
果等について
日時 ２月２日（土）午後１時３０分～４時
定 ８０人（申込順）
ダンボールコンポスト相談会
日時 ２月４日（月）午後２時～３時
※希望者は直接会場へ
暮らしの中の化学物質～化学物質
と上手に付き合うために～★
日時 ２月１６日（土）午後２時～４時
定 ５０人（申込順）
ＥＵ「ＲＥＡＣＨ規制」「改正Ｒｏ
ＨＳ指令」及び国内外の製品等の
化学物質規制・管理方法について
日時 ２月２８日（木）午後３時～５時
定 ３０人（申込順）

◇　　　◇
申 電話か、ファクス、Ｅメールに
氏名、電話番号、参加人数、講座
名を書いて同センター（1０４２－
７６９－９２４８　6０４２－７５１－２０３６　Ｅ 
kankyo@eic -sagamihara.jp）
へ
※★は保育あり（２月５日までに
要予約）

日赤救急法養成講習会〈全３回〉日赤救急法養成講習会〈全３回〉

　ＡＥＤを用いた心肺 蘇  生 法、止
そ せい

血法など
日時  ２月１６日（土）・２３日（土）・２４日
（日）午前９時～午後５時
会 あじさい会館　費 ３，０００円
対 市内在住か在勤・在学の１５歳以
上の人＝４０人（抽選）
申 往復はがきに住所、氏名、生年
月日、性別、職業、電話番号を書
いて、１月２５日までに日赤相模原
市地区本部（〒２５２－５２７７　中央区
中央２－１１－１５　地域福祉課内
1０４２－７６９－９２２２）へ 
※最終日の検定合格者は、日赤救
急法救急員に認定されます。

パソコン無料体験パソコン無料体験

　基本操作について学びます。
日時 １月２３日（水）午前９時３０分～１１時
会 産業会館
対 パソコン初心者＝１５人（申込順）
申 電話で同館（1０４２－７５３－８１３３）へ

市民公開講座「成年後見制度」市民公開講座「成年後見制度」

　専門家団体などによる無料相談
会もあり
日時 ２月２日（土）午後１時３０分
会 サン・エールさがみはら（緑区
西橋本５－４－２０）
対  市内在住の人＝１００人（先着順）
※希望者は直接会場へ
問 介護予防推進課

さがみはら北の丘センターの教室さがみはら北の丘センターの教室

錬功＆骨盤体操〈全８回〉
日 １月３１日～３月２１日の毎週木曜日
時 午後２時３０分～３時３０分
対 １６歳以上の人　費 ４，０００円
プール大好き３〈全８回〉
日 ２月１日～３月２２日の毎週金曜日
時 午後４時２０分～５時２０分
対 初めてプールに入る５歳～小学
校３年生　　費 ６，４００円
めざせ２５ｍクロール１〈全８回〉
日 ２月１日～３月２２日の毎週金曜日
時 午後５時３０分～６時３０分
対 １２ｍ程度泳げる小学生　費 ６，４００円

◇　　　◇
定 各２０人（申込順）
申 往復はがきに住所、氏名、年齢、
性別、電話番号、教室名を書いて、
１月２２日までに同センター（〒２５２
－０１３４　緑区下九沢２０７１－１　1 

０４２－７７３－５５７０）へ

求職者支援講座求職者支援講座

「楽しく学ぶチームワーク」「楽しく学ぶチームワーク」

日 １月２４日（木）
時 午後１時３０分～４時３０分
会 ソレイユさがみ（緑区橋本６－
２－１）
対 ３９歳以下の求職者＝２０人（申込順）
申 電話で就職支援センター（1０４２
－７００－１６１７）へ

人権フォーラムかながわ２１人権フォーラムかながわ２１

　「障害者虐待防止法について」
の講演など
日 ２月２日（土）　会 あじさい会館
時 午後０時３０分～４時４５分
講 野沢和弘さん（毎日新聞論説委員）
定 ３００人（申込順）
申 電話か、ファクスに氏名、電話
番号、参加人数、「人権フォーラム
２１」と書いて、２月１日までに、か
ながわ共同会法人事務局（1０４６－
２６５－００３５　6０４６－２６５－００３６）へ

アジサイアジサイ（アナベル）（アナベル）挿し木講習会挿し木講習会

日 ２月１６日（土）　会 津久井中央公民館
時 午後１時３０分～３時３０分
定 ３０人（申込順）　費 ３００円
申 電話で市みどりの協会（1０４２
－７７７－２８６０）へ

ビジネスセミナー＆交流会ビジネスセミナー＆交流会

「売れる！営業ツール「売れる！営業ツール

（チラシ・ＨＰ）の作り方」（チラシ・ＨＰ）の作り方」

日時 ２月２２日（金）午後１時３０分～５時
会 産業会館
対 市内事業者か起業をめざす人
定 ５０人（申込順）　費 ５００円
申 電話か、ファクス、Ｅメールに氏
名、電話番号、「ビジネスセミナー」
と書いて市産業振興財団（1０４２－
７５９－５６００　6０４２－７５９－５６５５　Ｅ 
soho@ssz.or.jp）へ

あじさい大学公開講座あじさい大学公開講座

「「爆笑パワーで若返り爆笑パワーで若返り““脳トレ脳トレ””大作戦大作戦」」

日 １月３０日（水）
時 午後２時～４時
会 ソレイユさがみ（緑区橋本６－
２－１）
講 藤原秋子さん（笑いの花咲か講師）
対 市内在住の６０歳以上の人
定 １００人（申込順）
申 電話で１月２５日までに市コール
センター（1０４２－７７０－７７７７）へ

　　　　　　　費用の記載がない場合は
無料です。

▼さがみ美術展　市美術協会の会員
による絵画展　１月１８日（金）～２２
日（火）午前１０時～午後６時（２２日
は午後４時まで）、相模原市民ギャ
ラリー　�問 阿部（1０４２－７５１－７０３０）
▼ＺＯＫＥＩ展　卒業・修了制作作
品の展示　１月２６日（土）・２７日（日）
午前１０時～午後５時、東京造形大学
（八王子市宇津貫町１５５６）　�問 同大
学（1０４２－６３７－８１１１）
▼精神保健ボランティア養成講座
〈全６回〉　２月２日～３月２日の
毎週土曜日ほか午後１時３０分～３時
４５分、市民会館。対象は市内在住か在
勤の人＝５０人（申込順）。費用５００円
�申 電話で１月３１日までに市社会福祉
協議会ボランティアセンター（1０４２
－７８６－６１８１）へ
▼楓の子マザーズバンドファミリー
コンサート　２月３日（日）午後２
時～４時、市民会館　�問 角田（1０４２
－７１５－８７３１）
▼講演会「障害のある子を支えるネ
ットワーク（連携）づくり」　細田
のぞみさん（相模原療育園施設長）
による講演　２月２０日（水）午前１０
時～１１時３０分、南市民ホール。費用
５００円　�申 電話で相模原南部療育セ
ンター（1０４２－７０１－３６７７）へ
　　　　　　　会費などは個別にお問い

合わせください。
▼社交ダンス　毎週火曜日午前１０
時、産業会館。対象は初心者　�問 松
谷（1０９０－５５２７－９３３９）
▼社交ダンス　毎週日曜日午前９時
３０分、広陵小学校。対象は多少経験
のある女性　�問 福谷（1０９０－８６８２－
５１１５）
▼社交ダンス　毎週水曜日午後３時、 
相武台公民館。対象は多少経験のある
男性　�問 白岩（1０９０－６５１７－７５５７）
▼中国語　毎週土曜日午後６時３０
分、相模台公民館。　�問 野口（1０４２
－７３３－３９３４）
▼フラダンス　月４回水曜日午後２
時３０分、大野北公民館ほか　�問 花島
（1０９０－４４２７－８３４３）
▼女声コーラス　毎週金曜日午前９
時４０分、大野北公民館ほか　�問 荻原
（1０４２－７５７－６５３５）
▼英会話　毎週水曜日ほか午前９時
３０分、大野北公民館ほか。対象は中
級者　�問 河井（1０４２－７６３－５６０６）

（敬称略）読者のひろば
催 し

仲 間

掲載の申込方法は
毎月１日号でお知らせします

時　間期　間

午前８時
　～午後１０時

１月２３日（水）
　～２９日（火）①

２月７日（木）
　～１３日（水）②

午前９時
　～午後５時

２月２７日（水）～
３月５日（火）③

講演・講座 

市・県民税　第４期
国民健康保険税　第８期

納期限　１月３１日（木）

ココンビニエンスストアンビニエンスストア
でも納付できますでも納付できます　　

納納税は便利な口座振替で税は便利な口座振替で
申金金融機関の窓口へ融機関の窓口へ
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Facebook ページ「ミウル」
http://www.facebook.com/miuru.midori

▲緑区のイベント情報や地域の話題などを、
緑区のイメージキャラクター「ミウル」が紹介中！
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● 毎月１５日発行 ●

２０１３年 平成２５年 区の人口・世帯 

　 

世帯数 　 

人　口 人 １７７,０８７

７２,４１８世帯 

平成２４年１２月１日現在 （　）は前月との増減 
 

男 ８９,４３５ ／ 女 ８７,６５２ 

（２２増） 

（６２増） 

〒２５２－５１７７　相模原市緑区橋本６－２－１ 
　　　　　　 シティ・プラザはしもと内 

発行／相模原市　　編集／緑区役所総務課 

1０４２－７７５－８８０２ 

緑区イメージキャラクター 
「ミウル」 

h t t p：/ / w w w . c i t y . s a g a m i h a r a . k a n a g a w a . j p / m i d o r i k u /

Twitter アカウント「ミウル」
@miuru_midori

展展覧覧会会ややイイベベンントトななどどをを美美術術大大学学生生がが企企画画しし、、実実
施施・・運運営営ししまますす。。橋橋本本七七夕夕ままつつりりににもも、、ユユニニーーククなな
竹竹飾飾りりをを出出品品ししてていいまますす。。

美大生がつくる！美美大大生生ががつつくくるる！！

日　時　２月７日（木）午後７時　　会　場　ソレイユさがみ（緑区橋本６－２－１）　
傍聴席数　２０席（抽選）　※傍聴希望者は午後６時４０分～５５分にシティ・プラザはしもと内６階会議室１へ
※緑区区民会議の会議録は、緑区ホームページ、緑区役所行政資料コーナー、緑区内の各まちづくりセンター・出張所・公民館でご覧になれます。

次回の
区民会議

お問い合わせ
緑区役所地域政策課　1０４２－７７５－８８０１

作作品品をを鑑鑑賞賞ししたたりり、、自自分分でで制制作作・・展展示示ししたた
りり、、ワワーーククシショョッッププななどどにに参参加加ししたたりりででききまま
すす。。アアーートト情情報報のの交交換換のの場場ででももあありりまますす。。

昨昨年年４４月月、、橋橋本本駅駅のの南南側側にに「「アアーートトララボボははししももとと」」ががオオーーププンンししままししたた。。
企企業業かからら寄寄附附さされれたた施施設設をを再再利利用用ししたた新新たたなな““アアーートトのの活活動動拠拠点点””ととししてて注注
目目をを集集めめてていいまますす。。女女子子美美術術大大学学・・桜桜美美林林大大学学・・多多摩摩美美術術大大学学・・東東京京造造形形大大
学学のの学学生生ををははじじめめ、、地地域域ののアアーーテティィスストト、、子子どどももたたちち、、企企業業、、研研究究機機関関、、ＮＮ
ＰＰＯＯやや市市民民のの皆皆ささんんがが連連携携しし、、ささままざざままななアアーートト活活動動をを行行っってていいまますす。。
ああななたたもも新新ししいいアアーートトのの魅魅力力にに触触れれててみみまませせんんかか。。

このまちでいつまでも
元気で楽しく

　「一人暮らしの高齢者をはじめ地
域の皆さんが気軽に集えるコミュニ
ケーションづくりの場を創りたい」
と、気の合う仲間と共に有志団体ア
ダージョを結成した神保和彦さん 
（緑区下九沢在住）。自宅を開放し
て「大沢みんみんの 館 」を開設し、

いえ

歌やそば打ち、健康づくり講座など
さまざまな集いを開催しています。
「ずっと会社人間だったので初めて

の地域参加です。退職してからこんなに楽しい人生が待っ
ているとは」とほほ笑みます。
　「訪れた皆さんが自主的に協力してくれて‘お客さん’
ではなく‘仲間’になっていく。参加者同士の輪が広がっ
て、理想的な仲間づくりの場になっています」と語る神保
さん。オープンから２年３か月、外を歩けば誰かに出会い、
声を掛け合うたびに地域に根付いてきていることを実感し
ています。

破顔一笑 破顔一笑 破顔一笑 

神保和彦さん

　津久井総合事務所金融機関派出所（津久井郡農業協同組
合）が、３月２９日（金）で廃止になります。

ささままざざままななワワーーククシショョッッププななどどにに参参加加ししてて
ももららいい、、一一緒緒にに考考ええ、、一一緒緒にに作作りりまますす。。時時にに
はは他他のの施施設設やや野野外外イイベベンントトななどどでで楽楽ししんんででもも
ららいいまますす。。

若若手手ややベベテテラランンがが作作品品をを展展示示すするるだだけけ
ででななくく、、制制作作のの過過程程をを公公開開ししたたりり、、講講義義
のの講講師師をを務務めめたたりりししまますす。。

アーティストが動く！アアーーテティィスストトがが動動くく！！

1042－703－4654橋本駅 
至相模原 横浜線 至八王子 至八王子 

至新宿 

国道１６号 

京王相模原線 

至南橋本 至南橋本 

県立相原
高校 アリオ橋本

旭
中学校

相
模
線 

アートラボ 
はしもと 

アアアアアアアアアアアーーーーーーーーーーートトトトトトトトトトトラララララララララララボボボボボボボボボボボはははははははははははしししししししししししもももももももももももととととととととととと

所在地　緑区大山町１－４３
開所時間　午前８時３０分～午後５時
　　　　（展覧会などにより変更もあります）
休所日　水曜日、１２月２９日～１月３日

子どもたちが学ぶ！子子どどももたたちちがが学学ぶぶ！！

美大生たちの力美大生たちの力 
アートラボはしもと！ ただいま活動中！ アートラボはしもと！ ただいま活動中！ 

 ま ち に 踊 る ま ち に 踊 る 

　元気アップ体操、ニュースポーツ、健康吹き矢、バルーンアートなど、子どもから
高齢者までの３世代が楽しめるレクリエーションを行います。
日　時　２月２４日（日）午前９時４５分～午後３時　　会　場　津久井生涯学習センター
定　員　２００人（申込順）　※送迎バスあり。詳しくはお問い合わせください。
申し込み　電話か、ファクスに住所、氏名、電話番号、ファクス番号、「つくい健康

フォーラム２１」と書いて、２月８日までに津久井保健福祉課（1０４２－７８０－１４１４ 
6０４２－７８４－１２２２）へ

つつつつつつつつつつつくくくくくくくくくくくいいいいいいいいいいい健健健健健健健健健健健康康康康康康康康康康康フフフフフフフフフフフォォォォォォォォォォォーーーーーーーーーーーラララララララララララムムムムムムムムムムム２２２２２２２２２２２１１１１１１１１１１１

「大人」も「子ども」もレクリエーションで元気アップ！「「大大人人」」もも「「子子どどもも」」ももレレククリリエエーーシショョンンでで元元気気アアッッププ！！

みんなが楽しむ！みみんんなながが楽楽ししむむ！！

所在地　緑区西橋本５－３－２１
庁舎に入る市役所関係各課・機関等
　１階　メディカルセンター急病診療所・調剤薬局　※４月上旬にオープン予定
　２階　緑区役所区民課、あじさい会館緑分室、社会福祉協議会緑区事務所、福祉支援室 
　３階　緑生活支援課、緑障害福祉相談課、介護予防推進課緑班、緑こども家庭相談課
　４階　緑保健センター、健診室・集団指導室等の保健関係諸室
　５階　緑区役所地域政策課・総務課、緑市税事務所、緑土木事務所
　駐車場　第１駐車場（地下。駐車台数５０台）、第２駐車場（立体。駐車台数２３２台）
※オープンに伴い、シティ・プラザはしもと内の窓口は緑区合同庁舎へ移転します。た
だし、橋本公民館、ソレイユさがみ、北消費生活センター、市民相談室は移転しません。

お問い合わせ　緑区役所総務課　1０４２－７７５－８８０２

緑緑緑緑緑緑緑区区区区区区区合合合合合合合同同同同同同同庁庁庁庁庁庁庁舎舎舎舎舎舎舎がががががががオオオオオオオーーーーーーープププププププンンンンンンン ３月１８日（月） 

いろいろな色を釣って絵を作ろう。
日にち １月２０日（日）
時 間 午後１時～３時
対 象 小学生＝２０人程度（先着順）
※小学校１・２年生は保護者同伴
※希望者は直接アートラボはしもとへ

【【【【【【【【【【【参参参参参参参参参参参加加加加加加加加加加加者者者者者者者者者者者募募募募募募募募募募募集集集集集集集集集集集】】】】】】】】】】】 新新新新新新新新新新新春春春春春春春春春春春！！！！！！！！！！！絵絵絵絵絵絵絵絵絵絵絵でででででででででででタタタタタタタタタタタイイイイイイイイイイイををををををををををを釣釣釣釣釣釣釣釣釣釣釣るるるるるるるるるるる
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中央区内のイベント情報や地域の話題などを発信中です！Facebook ページ「相模原市中央区」
http://www.facebook.com/sagamihara.chuoku

▲
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２０１３年 平成２５年 

No.００３４ 

区の人口・世帯 

1 15
〒２５２－５２７７　相模原市中央区中央２－１１－１５ 
　　　　　　 市役所本庁舎内 

発行／相模原市　　編集／中央区役所総務課 

1０４２－７６９－９８０２ 

人　口 人 ２６７,４０２ 
男 １３５,３８６ ／ 女 １３２,０１６ 

（３４減） 

１１４,４４４ 世帯数 世帯 （３１増） 
平成２４年１２月１日現在 （　）は前月との増減 
 

発信！ 

中央地区

　１２月２２日、富士見小学校で「もみの木コンサート」が開催
されました。
　このコンサートは、音楽を通じた「心のふれあい、共助、
支えあい」意識の高揚を目的として、地域の小・中学校、高
校の吹奏楽部や音楽団体、シニアのコーラスグループなどが
出演し、毎年、年の瀬に開催されます。１１回目の開催となっ
た今年は、大野北地区から共和小学校の吹奏楽団の特別出演
もありました。
　コンサートの締めくくりには、招待された地域の高齢者をはじめ、１，０００人を超える参
加者全員で「あわてんぼうのサンタクロース」の大合唱を行い、みんなの記憶に残る心
温まるコンサートとなりました。
　今後も、子どもたちの健やかな成長を願いながら、歌や演奏で地域交流を深め、魅力
あるまちづくりを進めていきます。

お問い合わせ　中央区役所地域政策課　1０４２－７６９－９８０１

※このコーナーでは、区民によるまちづくりの取り組みを
紹介します。

次 回 の
区民会議

日　時　２月８日（金）午後２時　　会　場　あじさい会館
傍聴席数　１０席（抽選）※傍聴希望者は、午後１時５０分までに直接会場へ
議　題　重点的に取り組むテーマについて検討します。　　前回の内容　審議テーマや情報発信について審議しました。

お問い合わせ
中央区役所地域政策課
1０４２－７６９－９８０１

～音楽を通して地域交流「もみの木コンサート」～

さがみはら さがみはら 旬 の の 

  材　料  （４人分） 米：１合　小豆（乾燥）：５０g
　　　　　　水：３カップ（６００ml）　塩：小さじ１／２　切り餅：４切

  作り方    
●１  洗った小豆をかぶるくらいの水で２～３分ゆで、汁を捨てる。水３カッ
プを入れさらに15分ぐらい煮る。ゆで汁と小豆を分ける。

●２  鍋に、洗って水切りした米と●１ のゆで汁に水を足して６カップにしたも
のを入れ、３０分以上おく。

●３  ●２ に小豆を入れ、ふたをして煮る。沸騰したらごく弱火で４０分煮る。
●4  ●３ に塩と焼いた餅を入れて出来上がり。

提供　食生活改善推進団体 わかな会

相模原では毎月１日と１５日の「 も  の 日」と
・ ・

いわれる日に、小豆飯を神仏にお供えして

朝食にしていました。小正月である１月１５

日に限っては、小豆飯を軟らかく煮た小豆

がゆにもちを入れた糸ひきがゆが食べられ

ていたそうです。

糸ひきがゆ

お問い合わせ　
鹿沼公園管理事務所　1０４２－７５５－９７８１

みんなの夢を乗せて出発進行 みんなの夢を乗せて出発進行 みんなの夢を乗せて出発進行 みんなの夢を乗せて出発進行 みんなの夢を乗せて出発進行 ～「相模原D５２保存会」 
  の取り組み～ 

～「相模原D５２保存会」 
  の取り組み～ 

～「相模原D５２保存会」 
  の取り組み～ !!!!!!!!

　鹿沼公園にたたずむ蒸気機関車Ｄ５２。
　このＤ５２を大切に残したいとボランティアで
補修・清掃作業をしている人たちがいます。
　休日には、きれいに手入れされたＤ５２を囲み、
多くの子どもたちの笑い声が響きます。
　今年もみんなの夢を乗せて、出発進行！

　５年前、Ｄ５２を愛する有志が集い発足しました。
現在９人のメンバーで活動しています。毎月第２
日曜日には補修・清掃作業に取り組んでいます。ま
た、第４日曜日の運転室公開日には子どもたちに
機関車の説明を行い、案内係に一役買っています。

相模原Ｄ５２保存会 相模原Ｄ５２保存会 

鹿沼公園（中央区鹿沼台２－１５－１）
淵野辺駅南口下車徒歩３分
※駐車場には限りがありますので、公共
交通機関をご利用ください。

　一緒に活動していただける仲間を募集してい
ます。興味のある人は、作業中の会員に声を掛
けるか、Ｅメールでお問い合わせください。

Ｅメール　d_５２project@yahoo.co.jp整備をする会員の皆さん

こんにちは、 Ｄ  ５  ２ です。デ ゴ ニ

　わたしは、昭和５０年にはるばる北海
道からやってきました。
　昭和２１年に生まれ、大阪や姫路など
を走り、その後北海道に渡り昭和４８年
に引退するまで、実に２７７万４，０３４㎞を
走りました。なんと地球を６９周もでき
る距離です。
　今は、みんなの笑顔に囲まれ、鹿沼
公園でゆっくり休んでいます。

北海道を走るＤ５２（昭和４４年撮影）

相模原Ｄ５２保存会
会長　城田大介さん

　少しずつきれいになっていく
機関車を見ると、活動をしてい
て良かったと思います。訪れる
子どもたちは、じかに触れられ
る機関車に興味津々な様子で、
とても楽しそうにしています。みんなの笑顔が
何よりの報酬です。お金では買えない、素晴ら
しい体験ができることに感謝しながら、これか
らも続けていきます。

毎月第４日曜日の午前９時３０分～午後４時３０
分に、運転室を公開しています。
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２０１３年 平成２５年 

No.００３４

区の人口・世帯 

　 

世帯数 　 1 15
人　口 人 ２７５,７５５

１２２,８３４世帯 

男 １３６，８５５ ／ 女 １３８，９００ 
（８８増） 

（８０増） 
平成２４年１２月１日現在 （　）は前月との増減 
 

〒２５２－０３７７　相模原市南区相模大野５－３１－１ 
　　　　　　 市南区合同庁舎内 

発行／相模原市　　編集／南区役所総務課 

1０４２－７４９－２１３４ 

　市政の振興や文化の向上などでの功績をたたえる市政功
労表彰では、南区からも多くの人たちが表彰されました。
　特に、スポーツ競技部門で表彰された南区在住の４人の
アスリートは、世界の舞台で頂点に立つなど、今後の活躍
にも目が離せません。
　今年も各分野で南区ゆかりの人たちの活躍が期待されま
す。皆さんの応援をお願いします。

　高さ３ｍの飛び板で反動をつけた坂井選手の
体は、高く美しい放物線を描いて水面へ。
　「多くの人に飛び込みの魅力を知ってもら
い、競技を盛り上げていきたい」と話す坂井選
手は、谷口台小学校在学中にジュニア部門で全
国優勝し、中学生で世界の舞台に立ちました。
高校ではインターハイ３連覇を達成。現在は日
本体育大学水泳部に在籍し、日本の新エースと
して期待が高まっています。

　２０１２年ＦＩＮＡダイビンググラ
ンプリ「イタリア大会」で、日本
選手として初優勝し、２０１６年リオ
デジャネイロオリンピックに向け
着実にステップを踏んでいます。

　平成１０年のかながわゆめ国体でのデ
モンストレーション出場をきっかけに
競技を始めた北村選手。　　
　２０１２年１０月の世界女子パワーリフテ
ィング選手権大会（プエルトリコ）で
は、ベンチプレスで１５７．５kgをクリア
し第３位入賞と同時に世界マスターズ
４０歳台の世界新記録を更新しました。
　所属ジムの淺間成敏代表によると
「まだまだ記録は伸びる」と、現在も
自身の記録を更新し続けている北村選
手は、２０１３年７月～８月にコロンビア
で行われるワールドゲームズに向けて
練習を続けています。

　２本の縄を自在に操り、チームメイトと入れ替わり
ながらパフォーマンスを披露する競技。
　２０１２年ベルギーで行われたダブルダッチコンテスト
で、前田選手の所属チーム「レグスタイル」が優勝し、
そのレベルの高さを証明しました。「この競技ほど『仲
間』の大切さを感じるものはない」と語る前田選手は、

「特に高校生に、
部活等で仲間と本気になって取り
組んでほしい」とチームプレーの
大切さを強調します。
　現在はプロに転向し、子どもた
ちの指導も行いながら、３月の世
界選手権に照準を合わせたトレー
ニングを行っています。

日
の
丸
を
巻
い
て
表
彰
台
に
立
つ
北
村
選
手
（
上
）

パワーリフティング　 北  村  真  由 美    選手（相模大野）
きた むら ま ゆ み

ダブルダッチ　 前  田  航 也    選手（上鶴間本町）
まえ だ こう や

サッカー　 岩  清  水 　梓    選手（若松）
いわ し みず あずさ

　岩清水選手は、なでしこジャパンの
守備の要として活躍し、チームをワー
ルドカップドイツ大会（２０１１年７月）
優勝やロンドンオリンピック（２０１２年
８月）での準優勝に導き、日本中が感
動しました。
　昨年９月には市役所でロンドンオリ
ンピックでの銀メダル報告会のあと、

母校である
大沼小学校を 凱  旋 訪問した岩清水選手。全

がい せん

校児童からの祝福を受け、子どもたちとの
交流を楽しみました。この時の記念のサイ
ン入りサッカーボールを、南区役所ロビー
に展示しています。

南南南南南南南南南区区区区区区区区区区区区区区区区区区民民民民民民民民民会会会会会会会会会議議議議議議議議議
ををををををををを開開開開開開開開開催催催催催催催催催

日にち　１月２３日（水）
時　間　午前１０時
会　場　市南区合同庁舎

３階講堂
傍聴席数　４０席（抽選）
※傍聴希望者は、午前９
時４５分までに、直接同
庁舎４階会議室２へ

お問い合わせ
南区役所地域政策課
1０４２－７４９－２１３５

行ってきました！ 行ってきました！ Vol.

南区の社会科見学 南区の社会科見学 23
南区内の隠れスポット、歴史、人物、産業などを紹介します

八八起起寄寄席席とと
唐唐沢沢章章ささんん・・時時子子ささんん

　唐沢　章さん・時子さん夫妻は、相模大野の銀座商店街
の一角で「焼肉 八  起 」を営んでいます。二人とも文化や芸

や おき

術を愛好し、店内にはさまざまなイベント等のポスターや
店のお客さんでもある南区在住の画家上條陽子さんの絵画
のほか、来店したお客さんのスナップ写真などが所狭しと
飾られていて、とてもにぎやかです。
　そして、そんな店内でもひときわ目立つのは、あちこち
に貼られた寄席文字のポスターや、落語家の高座での姿を
撮影した写真等です。実は店内では、毎月第１月曜日の午
後７時から「八起寄席」が開かれています。
　「若手の落語家さんが演じる場所がない」という話を聞
いた唐沢さん夫妻が、「ではお店でやってもらったら」と、
昭和６１年に始まったのが「八起寄席」。奇数月に開かれる
グリーンホール相模大野での寄席も合わせて、５５０回を数え

る相模大野の名物となっていま
す。
　「八起寄席」は落語界の「四
派」である「落語協会」「落語
芸術協会」「円楽一門会」「落
語立川流」の 噺 家

はなし

   さんが持ち回
か

りで出演する珍しい寄席です。

また、演者からは、「お
客さんとの距離も近く、
これが『寄席』の原点」
と好評なのだそうです。
　二人は、「八起寄席が
長く続いているのは、一
生懸命勉強している落語
家さんを連れて来てくれ
る四派の幹事さん（柳家喜多八さん、瀧川鯉昇さん、
三遊亭喜八楽さん、立川談之助さん）とボランティア
の皆さんのおかげ」と話します。
　取材の日は、あいにくの雨で寒い夜でしたが、八起
寄席では開催に協力しているボランティアの人や一般
のお客さんが、若手から真打ちまでそろった落語家の
噺を、温かい雰囲気の中で楽しんでいました。お客さ
んの笑い声に包まれる中、皆さんと一緒に過ごす時間
をゆったりと楽しむ章さんと時子さんの笑顔が印象的
でした。

高
く
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美
し
い
坂
井
選
手
の
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込
み

レ
グ
ス
タ
イ
ル
の
演
技

（
前
田
選
手
は
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下
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沼
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で
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手

八
起
寄
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の
様
子

水泳飛込　 坂 井   　 丞  選手（豊町）
さか い しょう

お問い合わせ　焼肉八起
南区相模大野６－１９－２５　1０４２－７４８－２６１１

次回の寄席　グリーンホール八起寄席
日時　１月２８日（月）午後６時３０分
会場　グリーンホール相模大野多目的ホール
費用　１，８００円（高齢者ほか割引あり）
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別冊　保健・介護予防事業案内 （平成25年） 

主な実施会場
中央区富士見

６－１－１ウェルネスさがみはら○ウ
緑区橋本

６－２－１シティ・プラザはしもと○橋
南区相模大野

６－２２－１南保健福祉センター○南
緑区久保沢

２－２６－１城山保健福祉センター○城
緑区中野６１３－２津久井保健センター○津
緑区与瀬８９６相模湖総合事務所○湖
緑区小渕２０００藤野総合事務所○藤

1０４２－７７５－８８１６緑保健センター○8 申し込み・お問い合わせ

1０４２－７６９－８２３３中央保健センター○9 1０４２－７６９－９２４９介護予防推進課（介護予防班）○1 
1０４２－７０１－７７０８南保健センター○１０ 1０４２－７７５－８８１２介護予防推進課（緑班）○2 
1０４２－７８３－８１２０城山保健福祉課○１１ 1０４２－７６９－８３４９介護予防推進課（中央班）○3 
1０４２－７８０－１４１４津久井保健福祉課○１２ 1０４２－７０１－７７０４介護予防推進課（南班）○4 
1０４２－６８４－３２１６相模湖保健福祉課○１３ 1０４２－７６９－８２６０疾病対策課○5 
1０４２－６８７－５５１５藤野保健福祉課○１４ 1０４２－７６９－８３２２健康企画課（成人）○6 
1０４２－７６９－９８１８精神保健福祉センター○１５ 1０４２－７６９－８３４５健康企画課（母子）○7 

○ウ○南○橋○城○津○湖○藤

●子どもとお父さん、お母さんのための教室●
　※母子健康手帳と筆記用具を持参してください。

申込内容・時間・対象など会場日にち教室名

　妊娠、出産、育児に関する知識・技術の習得
と仲間づくり
時間　午後１時３０分～４時
対象　妊娠２０週以降の初めて出産する人とその

家族
申し込み　電話で２月２８日までに市コールセン

ター（1０４２－７７０－７７７７）へ

○南
３月６日（水）
　　１３日（水）
　　２７日（水）

ハロー
マザークラス
〈全３回〉

　むし歯予防の秘けつや歯みがきの裏技実演
時間　午前１０時～１１時３０分
対象　平成２３年１２月～２４年４月生まれの乳幼児

とその家族
定員　○ウ○南＝各２０組、○橋＝３０組（申込順）
申し込み　電話で市コールセンター（1０４２－

７７０－７７７７）へ

○ウ
２月１日（金）

親子で 歯 っぴぃ
は

ちゃれんじ
大作戦！

２月１２日（火）

○南
２月５日（火）

２月１８日（月）

○橋２月２７日（水）

○9 

　出産後の体を適正体重に保つ運動体験
時間　午前１０時～正午
対象　生後４～６か月の乳児と２０歳以上

の母親
定員　２０組（申込順）※保育なし

○ウ２月２０日（水）産後ママの
エクササイズ

○１０ 
　おおむね２，０００ｇ未満で生まれたか、運
動発達が緩やかな子と親の交流会
時間　午前１０時～１１時
対象　乳幼児とその家族
※希望者は直接会場へ。初めての人は申
し込みが必要

○南２月１日（金）
ぴよぴよ
サロン

○9 ○ウ２月８日（金）

●相談●
申込内容・対象など会場時　間日にち相談名

（相談員）

　健康や育児の相談
※希望者は直接会場へ（電話
相談も可）
※○津○湖○藤○城は来庁相談のみ
お問い合わせ　○8 ○9 ○１０ 

○橋
○ウ
○南

午前８時３０分
　～午後５時
（祝日を除く）

月～金曜日

健康相談
電話相談
（保健師）

○津月・木曜日

○湖火曜日

○藤水曜日

○城金曜日

　こころの健康についての相談
（アルコール相談も含む）
定員　各２・３人（申込順）
申し込み　 ○南 ＝南障害福祉相談課

1０４２－７０１－７７１５ 
○ウ ＝中央障害福祉相談課

1０４２－７６９－９８０６
○橋 ＝緑障害福祉相談課 

1０４２－７７５－８８１１

○南
午後１時
　～２時

２月１２日（火）

精神
保健相談
（精神科医）

２月２８日（木）

○ウ
２月１３日（水）

２月２６日（火）

○橋午前１０時
　～１１時２月１９日（火）

○9 
　生活習慣病予防のための各
種測定や個別相談
定員　各５人（申込順）

○ウ
午前９時　　
　　９時３０分
１０時

　　１０時３０分

２月１８日（月）生活習慣
改善相談
（保健師・栄
養士・健康運
動指導士） ○8 ○橋

午前９時３０分
　　１０時
　　１０時３０分
　　１１時

２月２７日（水）

○9 　食事の相談
持ち物　母子健康手帳か、健康

手帳（持っている人）

○ウ午前９時
　～１１時３０分２月１４日（木）

栄養相談
（栄養士） ○１０ ○南午後１時

　～３時３０分２月２６日（火）

○5 
　エイズ、性器クラミジア、
梅毒の検査・相談（無料・匿
名）
定員　各１２人（申込順）

○橋午後２時
　～４時

１月１９日（土）
エイズ等の
検査・相談

２月２日（土）

○ウ午前９時
　～１１時

１月２２日（火）
１月２９日（火）

○5 
　その日のうちに結果がわか
るエイズ検査（無料・匿名）
定員　１５人（申込順）

○ウ午前９時
　～１０時３０分２月５日（火）エイズ

即日検査

○2 　専門医による認知症につい
ての相談
定員　各２人（申込順）

○橋午後１時
　～３時２月６日（水）高齢者

認知症相談 ○3 ○ウ午前１０時
　～正午２月１２日（火）

○6 

　診察、基本検査（身体測定、
尿、心電図など）と保健指導
定員　４０人（申込順）
費用　４，８５０円
※健康診断書の発行や労働安
全衛生法に基づく定期健診
等は行っていません。

○ウ午前９時
　～１０時２月２０日（水）

健康チェック
～１９歳から３９歳
のあなたへ～

　お口の健康に関する悩みや相談
相談・お問い合わせ
健康企画課　1０４２－７６９－８３４４
※健診等で歯科医師が不在の場合もあ
ります。

午前９時～１１時
午後１時～４時

月～金曜日
（祝日を除く）

電話歯科相談
（歯科医）

○7 
　ブラッシング方法などの相
談や、すぐに測れるお口の元
気度チェック

○橋午前９時３０分
　～１１時３０分２月１３日（水）

歯科相談
（歯科衛生士） ○南午前１０時

　～１１時３０分２月２２日（金）

○7 対象　障害のある人（児）○ウ午後１時３０分
　～２時３０分２月２５日（月）特別歯科相談

（歯科医）
※○南 ○橋○藤 でも実施。日程はお問い合わせください。

内容・時間・対象会　場日にち教室名

　保健師、保育士等による
健康・育児相談、身体測定、
親子遊びの紹介など
※△印は、栄養士による栄
養相談もあり

時間　午前１０時～１１時１５分
対象　乳幼児とその保護者
※希望者は直接会場へ
お問い合わせ　○8 ○9 ○１０ 

上溝南○こ 、星が丘○こ ２月１日（金）

ふれあい
親子
サロン

※○こ ＝こども
　　センター

向陽○こ 、大野南○こ ２月５日（火）

大野台○こ ２月６日（水）

新磯○こ 、△鹿島台○こ ２月７日（木）

△大島○こ 、橋本○こ ２月８日（金）

○藤 、清新○こ ２月１２日（火）

○津 ２月１３日（水）

相模台○こ 、△大沼○こ ２月１４日（木）

●もっと健康になるための教室●
申込内容・対象など会場時　間日にち教室名

○１０ 　生活習慣改善と運動の必要
性についての講義と実技ほか
対象　２０歳以上で運動の実技

に支障がない人
定員　ダンベル体操＝２０人、

ボクササイズ＝１５人、
ソフトエアロビクス＝
２５人、踏み台エアロビ
クス＝１６人（申込順）

○南午後２時
　～４時

２月１６日（土）ダンベル
体操

○１０ ○南２月１８日（月）ボクササイズ

○１１ ○城午前１０時
　～正午２月１９日（火）ソフト

エアロビクス

○9 ○ウ午後２時
　～４時２月２１日（木）踏み台

エアロビクス

○9 

　体力測定と健診結果をもと
に運動プログラムを作成
対象　２０歳以上で生活習慣病

が気になり、運動が必
要な人（６か月以内に
受診した健診結果が必
要）

費用　１，０００円

○ウ午後１時１５分
　～４時１５分２月２８日（木）運動

プログラム
作成コース

※受講後、運動習慣定着コース（１０日間）に続けて参加できます。
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○R

市の手続き、イベントや
施設のお問い合わせに…

1０４２－７７０－７７７７
6０４２－７７０－７７６６

相模原市コールセンター
（ちょっとおしえてコール相模原）

午前８時～午後９時　年中無休
※おかけ間違いにご注意ください。

●健康診査・検診・検査●
　がん検診（胃・子宮・乳・肺・大腸）・お口の健康診査・肝炎ウイルス
検診を、市内協力医療機関などで実施しています。
※費用や日程など詳しくは、本紙３月１日号でお知らせします。
※肝炎ウイルス感染の心配がある人（家族に肝炎ウイルス感染者がいるな
ど）は、肝炎ウイルス検査を無料で実施（原則１回）しています。

申し込み・お問い合わせ　電話で市コールセンター（1０４２－７７０－７７７７）へ

精神科セカンドオピニオン外来
日　時　２月１８日（月）午後２時～４時　　会　場　けやき会館
対　象　自身の治療方針について、主治医以外からの意見を求める精神科

で治療中の人＝３人（抽選）
※医療過誤や訴訟に関する内容などは受けられない場合があります。
費　用　２，０００円
申し込み　電話で１月２５日までに精神保健福祉センター（1０４２－７６９－

９８１８）へ

測って気付く健康相談
　健康相談や、体脂肪率、内臓脂肪レベル、血管老化度などを測定します。
日　時　２月１４日（木）午前９時３０分～１１時３０分
会　場　ウェルネスさがみはら　※希望者は直接会場へ

お問い合わせ　中央保健センター　1０４２－７６９－８２３３

急病などで困ったときは （電話番号をよく確かめて）

相模原救急医療情報センター　1０４２－７５６－９０００
　平日　午後５時～翌朝９時　　土曜日　午後１時～翌朝９時
　日曜日・祝日・年末年始　午前９時～翌朝９時
※診療可能な医療機関を案内。医療相談・歯科案内は行いません。

医　科

休日急患歯科診療所　1０４２－７５６－１５０１
　日曜日・祝日・年末年始の昼間
　　午前８時４５分～１１時３０分、午後１時１５分～４時３０分

歯　科

休日当番柔道整復施療所案内　7０１２０－１９４１９９
　日曜日・祝日・年末年始の昼間　午前９時～午後５時

接　骨

精神科救急医療情報窓口　1０４５－２６１－７０７０
　平日　午後５時～翌朝８時３０分
　土曜日・日曜日・祝日・年末年始　午前８時３０分～翌朝８時３０分
　（いずれも翌平日朝は８時まで受け付け）
※夜間、休日に急激な精神疾患の発症や病状悪化の際に、必要に応じて精神科
医療機関を紹介します。（神奈川県・横浜市・川崎市・相模原市共同運営）

精神科

オストメイト健康相談会
　看護師による個別相談や、補装具の展示などを行います。
日　時　２月１１日（祝）午後１時３０分～４時３０分
会　場　イオンモール大和３階（大和市下鶴間１－２－１）
対　象　人工肛門・人工 膀  胱 保有者とその家族など＝５０人（先着順）

ぼう こう

※希望者は直接会場へ
お問い合わせ　日本オストミー協会神奈川支部　1０４６６－４５－４２１６

つらさや不安を
かかえ込んでいませんか？

　がん体験者が自らの体験をもとに、がん患者やその家族の相談（ピアサ
ポート※）に応じます。　※同じような立場の人によるサポート
日　時　２月①１０日（日）②２４日（日）午前１０時～午後３時
会　場　①南保健福祉センター②ウェルネスさがみはら
対　象　がん患者やその家族＝各４組（申込順、各組１時間）
申し込み　電話で健康企画課（1０４２－７６９－８３２２）へ

がん
ピアサポート

「いじめ」思春期のこころ
　いじめ、不登校、ひきこもりなど、子どもの心の問題に影響を与えてい
る社会的背景を分析し、これからの家族、社会の在り方について学びます。
日　時　２月３日（日）午後１時３０分～４時
会　場　サン・エールさがみはら（緑区西橋本５－４－２０）
講　師　芹沢俊介さん（社会評論家）
定　員　２２２人（先着順）　※希望者は直接会場へ

お問い合わせ　じんかれん　1０４５－８２１－８７９６

思春期セミナー

体験！発見！すぐ実践！
明日を変えるプロジェクト〈全２回〉

　血管・カラダ年齢や運動量の測定、生活習慣病予防について学びます。
日　時　２月４日（月）・１３日（水）午後２時～４時
会　場　大野中公民館　　対　象　市内在住の人＝３０人（申込順）
申し込み　電話で南保健センター（1０４２－７０１－７７０８）へ

生活習慣病
予防教室

愛の献血
会　場時　間日にち

市役所前
午前１０時～正午　　　　
午後１時３０分～３時３０分

１月１８日（金）
　　３０日（水）

午後２時～４時　　　　１月２５日（金）

対　象　１６～６９歳の健康な人（６５～６９歳の人は、６０～６４歳の間に献血経験
が必要）　※本人確認を行っています。

所要時間　４０分程度　※２００ml献血を行わない場合があります。

お問い合わせ　医事薬事課　1０４２－７６９－８３４３

ここが聞きたい認知症
～認知症の基礎と最新情報～

日　時　２月１３日（水）午後２時～４時３０分
会　場　ウェルネスさがみはら
講　師　新井久稔さん（相模台病院医師）　　定　員　１５０人（申込順）
申し込み　電話で２月１１日までに市コールセンター（1０４２－７７０－７７７７）へ

認知症
講演会

元気高齢者向け筋力向上トレーニング教室〈全１２回〉
　専属トレーナーが、体操や機器を用いた筋力トレーニングなどを指導します。

費　用電話番号会　場時　間日にち

５，０００
円

０４２－７５７－４７８１
（午前１０時～午後７時）
土曜日午後、日曜日、
祝日を除く

カーブス上溝
（中央区上溝１６７３
－１）

午後１時３０分
　～２時４５分

２月１４日～３月
２５日の毎週月・
木曜日

対　象　市内在住の６５歳以上で、運動に支障がない人＝１０人（抽選）
申し込み　電話で２月１日までに同会場へ

健康づくり講演会
宇宙医学に学ぶ健康長寿の秘訣

ひ けつ

　宇宙飛行士への筋力低下対処法等の指導経験から健康についてお話しし
ます。
講　師　大島　博さん（ＪＡＸＡ宇宙医学生物学研究室室長）
みんなで歌おう！会場丸ごと大合唱♪
　テレビ番組等でも活躍する講師が、楽しく合唱の指導をします。みんな
で声を出して健康づくりをしましょう。
講　師　杉本 龍  之 さん（作曲家）

たつ ゆき

日　時　２月２３日（土）午後１時～３時３０分　会　場　 杜 のホールはしもと
もり

対　象　市内在住か在勤・在学の人＝５００人（申込順）
※希望者には、正午から体組成測定を行います〈定員１００人（申込時に要
予約、申込順）〉

申し込み　電話で１月３１日までに市コールセンター（1０４２－７７０－７７７７）へ

補装具更生相談（肢体不自由・聴覚障害）
　補装具の購入・修理等の相談や申請の受け付け、判定を行います。

会　場日にち区　分
あじさい会館２月４日（月）、３月１８日（月）・２７日（水）

肢体
不自由

南保健福祉センター２月２１日（木）、３月２１日（木）　　
城山保健福祉センター２月２７日（水）　　

あじさい会館　　２月２０日（水）、３月６日（水）聴覚障害
時　間　午後１時～２時
対　象　１８歳以上で身体障害者手帳（肢体不自由、聴覚障害）を持ち、補

装具購入等の判定が必要な人
申し込み・お問い合わせ　電話で住んでいる地区の担当課へ

1０４２－７８３－８１３６城山保健福祉課1０４２－７７５－８８１０緑障害福祉相談課
1０４２－７８０－１４１２津久井保健福祉課1０４２－７６９－９２６６中央障害福祉相談課
1０４２－６８４－３２１６相模湖保健福祉課1０４２－７０１－７７２２南障害福祉相談課
1０４２－６８７－５５１１藤野保健福祉課

若返りに挑戦！　チベット体操教室〈全４回〉
日　時　２月７日～２８日の毎週木曜日午後６時３０分～８時３０分
会　場　サン・エールさがみはら
定　員　７人（抽選）　　費　用　１，０００円
申し込み　往復はがきに住所、氏名、電話番号、「チベット体操教室」と

書いて、１月２５日（必着）までに同所（〒２５２－０１３１　緑区西橋本５
－４－２０　1０４２－７７５－５６６５）へ

アレルギー疾患講演会
　小児食物アレルギーやアトピー性皮膚炎について専門家
がお話しします。ぜんそくの経験者である長野オリンピッ
ク金メダリスト清水宏保さんや東日本大震災で奮闘したア
レルギー専門医も、経験をお話しします。
日　時　３月２日（土）午後０時３０分～４時
会　場　グリーンホール相模大野
定　員　２４０人（申込順）
申し込み　はがきかファクス、Ｅメールに住所、氏名、参加人数、電話番

号、「アレルギー疾患講演会」と書いて、相模原アレルギーの会（〒
２５２－０３１４　南区南台３－１８－１４　1０４２－７４５－８８０１　6０４２－７４４－
１２４９　Ｅメール allergy-kai@sagamihara-allergy.or.jp）へ

清
水
宏
保
さ
ん
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